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曾 告

本協曾定款第十七僚及第十入僚に依り監事二名改選並評議

員字数改選に付昭和八年十一月二十五日開舎の通常線曾に

於て選奉を執行致しました其結果下記の通であります。

監 事

首選 5 0 4票 岡 部 最長 則 氏 同 3 8 1票 富 士 岡 重 一 氏

次品li 210梨 t1、 4本 悉氏( 以下略〉

評 議 員

嘗選 9 0票 他 111  
't・』.  

彦 氏 同 8 8票 岡 肱 武l - 1C

同
8 3票 落 藤 庁長 吉 氏 同 8 2票 烏 井 信 氏

同 8 2票 がi 藤 -Hf 吉 氏 同 8 2票 渡 宮古 主 吾 氏

同 8 1票 伊 東 宗 太 郎 氏 同 8 1票 清 7]( 柴 二 氏

同 8 1票 白 石 登 喜 !)J 氏 同 8 1 菓 矢 問 S銭 誠 氏

同 8 0票 牧 同' Jι 氏 同 8 0票 新 名 種 夫 氏

同 8 0菓 伊 官民 手口 夫 氏 同 7 9票 松 久 保 敬 三 氏

同 7 8票 酒 井 勇 三 郎 氏 同 7 8票 直i 橋 集 治 氏

同 7 8票 五 世 豊 次 郎 氏 同 7 8票 谷 隆 夫 氏

同 7 4票 伶 lliJ' 俊 三 氏 同 7 3票 卒 塚
炉J 、2八1  

吉 氏

チ， !))}i 73政 三 オミ 外4 三 氏 ( 以下略〕

昭 和 8 il 三 12 JJ 

ER 日 本 建 築 協 合



曾
主七

日

今 回 本舎 か ら 下 掲 の 如 き草行 本 を上梓し? こ。 「市街地建築物法令」 は三版、 「綴 住

宅 困 案 集 」 及 「 績 皐 校 建 築 岡 集 」 は 夫 令 前 回 戸j 行の l際 好 評 を 受 け に も の 〉 姉 妹 篇

で手九れも充分の自信を以ってお薦めする良著である。 }}IJ 綴 「 注 文 片 ガ キ 」 を 以 て

|出 績 申 込 を 乞 ふ 。

(三版) 市 街 地 建 築 物 法 令

本書は本年 5 月出版するや忽ち初版再n反ともに寅切となったも ので其後多数の注文があ るので

三版を刊行しにも のである。

1 . 大 さ

，. 定 債

菊 牟 議

5 0 銭

3 3 0 頁

送 料 6 銭

1  書ｾＡｬ ｬ 倉 員 定 債 の 2 割 引 、 賛 助 長 同 I i割引

(新刊 ) 績 住 宅 園 案 集

本当: はさきに刊行して絶讃を受け忽ち三版を;重ねにる「住宅| 剖楽集」の姉妹i市である 。収める

jりiのものは

「阪和上之芝住宅」懸賞営選岡築

東豊中住宅懸賞首選園案 ( 知人・子供室を主 とせるもの)

[ 住宅平面圃及台所設計園J Ｈ ＱＱＧ Ｑ ニ秋まで の本曾募集の諸懸賞 ＿Ｑ ［ｪ 盟 国 主 義 Ｑ Ｎ Ｑ Ｎ Ｑ より ｊ ｾ ｬＡ ｬ ｪｉ ， )  

以 上でーし、づれも多数の際募闘ｾ・より ＴＶ 粧を雌選せるもので

fこる好箇の標準樹祭集である。

1 大 さ

1 . 定 債

四 六 倍 版 1 0 0 頁

1，0 0 回 送 料 1 0 銭

1 . 割 引 曾員 定債の 2 割 引 、 賛 助 員 同 1割引

(新刊 ) 績 皐 校 建 築 園 集

各方局iの車力を得て最近二三年間に竣工しに J串校建築の資料 { d立めにところ、大・中・小・思校の

代表的のもの ＴＰ 飴校に上つ Ｗ このでこれらを纏めて ｴｬ Ａ ｉｾｾｾ 刊 行することにした、夜行 ｬ 立本 ｷ 下旬

の改定である 、前回改行しにる本集は非常なる好許を得て三版を重ねにがそのN湖、編でめる 。

1 . 大 さ 四 六 倍 版 2 0 0 頁

1 定 債 1. 00 I副 送 料 1 4 銭

1 . 割 引 曾 員 定 債 の 2 害児 l、 賛 助 員 同 1割引

枇 固

法 人
日

昭 和 8 年 12 月

本 協 築 建

/ 色、

￞ｖｾ＠

Eヨ
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日米特許一二個・賞用新案登録四六個併用

大 野 武 防 災 発 よ ク 戸

{ 特許大野式シャッター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 ル ー ブ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 轄 子 入 軸 径

大 野 式 時 子 入 戸 車

大 野 式 廻 持 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

日英米悌特許三一個・賞用新案五九個併用

特 許 木 ニ サ ッ シ

受 托 営 業

符 大 野 製 作 所

東京市芝直三田四園町二番地@電話三国( 物園芸誌

耳 ｅ 付制Ｎ貝館所・大限市此花嵐上鳳Ｎゆニ・電髭扇島ＨｾＩ玉～～

.  

屈町 l  



建 築 ピ: 枇 曾

第 16 輯 第 J 2  ｾ庭昭和 Ｘ 年 ｊ 2 月 後 行

常設委員舎昭和八年度調査研究報告
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住に闘 する 問題照曾事項回答調査書

教 化 委 員 曾

昭和 ｒ 年 Ｖ 月 ＱＵ 日附を以て二府三収の高等火事校女子 ｲｲｾｪ 範伊校虫Ｚ了専門￦Ｎ｜校 ＱＰＷ 校に

到し家事科教材中ｦＺ Ｑｾ に附する問題に付き照舎を穫し回答を得たるもの Ｔｬ 校に就き分煩調

査の結果次記の成加を得fこり o 其の結果に徴するに教授時間l肢の如きもの感校により非常

に伺逗す る 所 iP) 1) . ま1: 家事科組、敬授時教を白: に闘する教授時教の割合の声f 1 きは更に湛 fご

しき運庭あり。殊に指準の方法に至つては次言巴詑i肢の如 〈到底佐に闘する問題に映り 其の

徹底を期し難きもの〉企f 1 < 思考せらる。

故に我が孝文化委員舎に於1 は趨首なる機舎を得て此等営事者とーj市隔意なき意見の交換

を矯し以て位に附する 11:] 題の教授徹底に貢献する所あらんことを希丸せするものなり コ

照禽 畢校教 と回答畢校教 との割合

9

8

2

お

凶 答 号 巴 校 与 さ 年 伽IJ ，)IJ 
百 分 比

- -園、、

5 箇年制j 専門純度 合 計

14 2  17 4 6 % 

3  4  29%  

4  13 4 2 % 

9  5 3 % 

2  2 5 % 

22 3  45 4 2 % 

照合府県系

照 合 第 校

線、 重責

大 阪 府 37 

京 都 府 14 

兵ｦｩｴｻｾ際 31 

和歌山保 17 

祭 良県系 8  

ぷ ｅ 当ｾ
言「 107 

4 箇 年 伽l

4 箇年制の高等女筆校教授時間敷と 撃校教との開係

教授時I l fJ鮫 ｾ校重立 備 考

同 一 !o 最 低 8 時 間

11  - 15  2  
最高 6 1時 間

16 - 20 3  平 均 時 間 数

2 1  - 25  4  559/ 20=27. 95 

26 - 30 4  

3 1  - 35 2  

36 - 40 2  

41 - 45 
。

ｾＶ＠ - 50 

51 苧 i百l

5 箇年制の高等女畢校教授時高裁と撃校教との関係

数段時間主主 型 住 校 数 ili l  
来d t  

L B - 15  4  最低 IC 時 間

I  XI I  



最高 49 時 rm

平均 時間数

545/2 2 = 24.80 

5  16 - 20  

3  

7  

2 1  - 25  

26  - 30 

。

。

2  

3 1  - 35  

4 1  - 45  

46 一 同

36 - 40 

喜左手銀21i九 段 自 主) と 皐 校 教 と の 関 係
4 箇年制の高等女撃校

量子

J  

最低

最高

平均

559/3655=  15. 3% 

5  %  

36 %  

官H数校

3  

B  

且t

一司c-

書記事教授線時間量生 に封 ずる

建 築 教 授 時 間 数 の 割 合

百芳j- 10 %  

11 ー 15

16  - 20 

2  

4  

2 1 一一25

26  - 30 

31 一 日土笠l 2  

家 事数段線、時間主主 に;1; J す ヲ1

建 築 制 時 IHJ 数 の 割引 と 撃 校 教 と の 関 係
5 箇年制の高等女軍投

考

最 低

最高

平均

543/3544  =  15.4%  

8  %  

:'8 %  

側数校

5  

。

5  

5  

3  

型弊

署長 司王教授綿、時 間数 に到 する

建 築 教 授 時 間 教 の 割 合

医玄)- 10%  

11  - 15  

16  - 20 

21 - 25  

26 - 30 

31 - 35 

26  _ 138  %1  

教と 撃 枝

子干 Ｎ筒 年 刊 ｾ ｊ

撃 校 数

3  

年教 授 畢

四箇 年制j

感 校 数

専 門 程度( 二年 三年〉

拳 校 数

2  

17 

2  

16  

教 授 拳 年

年

年

年

年

年

第 一 挙

第 二 塁 巴

第 三 事

第 四 挙

第 五 祭

第 ( 三 面) 撃 年

第 〈三 四〉挙 年

第 ( 四五 〉拳 年

合 計 3  22 20 

茸ｾ ， 

一 撃校 二人乃 歪三人

1i ii 

校

音「

畢

ぷ〉、

広羽

3  

「

度

一

程

3

出

毅

一
駅

ム

』

一

者

-

制

敷

一

年

O

-

筒

者

導

一

五

身指 導

指

四箇年 11司

。

出 身 撃 校 名

事大図守管

χ11 2  



奈 良 女 高 師 8  6  
。

14  の指導者ある ものあ

検 定 4  5  
。

9  り従 って事校教 と指

日 本 女 子 大 暴 4  4  
。

8  導者の教と 一致せ ず

東 京 女 高 日 市 2  4  
。

6  

第 六 臨 校 4  2  
。

6  

京 都 同 志 紅 2  2  
。 4  

京 都 府 立 第一
2  2  

。
4  

大 阪 府 女 事
2  

。
3  

京 都 女 事
。 。

東 京 女 王事
3  

。 。
ユ

E量 島 女 専
3  

。 。
3  

大 阪 府 女 師
。 。

il' 計 35 27 3  65 

家 事 教 授 科 書 と 採 用 畢 校 教

採 用 且FZt4  校

数 科 書 名
議:

者 後 行 所

四年制j ヨi 3f. 1例 合 計

家 事 新 教 科 舎 石 苦 撃 さ f陸 集 成 堂 12 10  22 

新時代家事談本 越 智 キ
ヨ

当L 野 舎 庖 2  4  6  

家事章者数科書 佐 保 合 歪 誠 堂 4  5  

現代家事教科書 開 成 鉛- 東京開成fiii
。

綜合家事教科書 署長率資料研究合 文献書! 詫
。

1望地家事欽科書

磨、用

吉 村 千 鶴 開 成 館
。

家 事 教 科 書 家庭経済研究舎 帝 国 書 院
。

新 編 家 事 倉 橋 惣 三 宮 山 房
。

現代家事重文科 書 井 上 秀 子 文 光 証t 2  
。

2  

主在 記

。
2  2  

合 計
20 22 42 

指 導 の 方 法

理論は主として敬科書記載の事項を敷市して教授し更に物理化・撃 と相侠って質験を加味

して完全なる敬授を? 期し見事は和洋新古 の建築を聞は子、 肇所浴室門塀等 に至るまで機舎

と時間の許す映りに 於 てそ の見壊をはか り、質習は住宅間取 りの製闘を始めとして 、掃 除

整頓家具什器の選定手入法より更に輔宅、非常時の心得 に至 るまで行き 届 きたる記載を翁

せるも のあ るも 、何等の記載な きも の大字 を占 め‘ 多kに地方に よ り見製の使等容易に得難

きも のめ り、 ま7こ叡授時間の関係上として製闘の如 きは歯l讃科に 一任せるも の等あり生徒

も一般に建築及び伎に閲する問題には興味を感十ること少なく非常に教授し難きをか こて

る も の あ り 、 従 っ て 大 部 分の 皐 校は 教 科 書 に 準 擦 し 理 論 を 主 と して教 授 しつ 〉 あ る もの〉

如 〈思考せら る。

3  "11 
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大阪 iこ於 げる 大工徒弟養成 の寅況調査

教 化 委 員 曾

前 言

ー孟広a

111J 

モ三; -

日

白 衣

A 、徒弟制度の意味

B. 大工徒弟養成の質際

c 徒弟養成の目的 と大工の一人前

D 、徒弟修業の年数

E 、 現在徒弟制度の欠陥

F 、 針策 としての徒弟制度の改主Jr と! j J . {校数7写の平祈

G 大工技術の標準型作成の必要

H . 結び

大正 9 年の園勢調在の結果を大阪市産業部の報告によれば、宮市内蛍時の人口は

1，583，650人内

大 工

左 官

石 工

10，669人

2，906人

1，427人 で あ る

大工は之 によれば全人 口の 147 分の l に相営 してゐる。

亦最近大阪大工業組合聯合舎の報告によると 、大阪府下には 17，540 人に達 して居る 。

次の大阪府下に於り る大工の分司' f j !U¥況を表示したものを掲げに、参) ! ( ( された し。

大阪府下に於ける大工の分布獄宛

組 合 名 組 合 名 車且合名 組 合 名

船主島 187 玉 造 238  新 町 238 }II 口 148 

九 4長 290 市 岡 439 朝日橋 591 築 港 449 

泉 尾 336 烏之 内 12 1  高 津 285 
天 王 寺 412  

戎 173 難 波 309 背 l京 156 
ヌミ f前 236 

曾 根 崎 341  閥 均 560 
網 島 656 今 宮 6 15  

阿部 里子 277 住 吉 606 在自 精 500 中 本 480 

平 野 346  今 稿 469  
中 告書 430 十 三 橋 307 

柴 烏 237 大 和 田 306 合 計 lつ，788



池 倒 328 岡 町 430 地 裁 140 茨 木 299 

高 槻 263 ! ! k 岡 27 1  堺 7o l  鳳 237 

稲 田 112  三 林 87 大 潟E 203 岸 和 田 65 1  

佐 野 330 尾 崎 IS6 市 場
10ヲ 2吉田株

198 

長 野 130 古 市 123 泉 山 151  柏 原
111  

八 尾 258 三 宅 148 御 厨
281 飯 田 148 

雨声i安 63 枚 方
232 守 口 233 四依畷 157 

i'l t 回 112 合 計 6，752 総 言 | 17，540  

以上の表中の大工 とは、一般の建築に従事して居るものにて 、銭筋コンクリ ート 工事・に

従事する建築工叉は仮枠工を除外しにものである。

今大工の賓際働き得る年数を平均 30 年と f限定して 見 る し 毎 年 550 人以上宛養成され

て行かねばならない筈である。此庭を考へる時 . 大工徒弟の養成 、大工の教育 と云ふもの

は Ａ ト ｾｫ に附すべきものでなく 、 重大な る 枇合問題である。澗札建築界のみ の 問題でな

い主 信す・る。本調査の目的は此が鮮明にある。

現在大阪府下には大工の養成を目 的として教育 して居る皐校は殆ど見詰らない。 叉大工

養成所も見常らな ｾ Ｇ ｊ 大工志望者の大部分は 、特注弟となり、親方 の許 にて 或年 敢にり修

業すること tこなる。

如何 にして養成されて居るか、現在如何なる不使、不合理があるか 、の賓際を' : 9:¥1り 7こい

と調｝ＮＡｴｾ績げ＿このである。併し 、 之は甚 ｦ ご困難なるものである。米七調森が不充分である

げれ共、ild将来に亙り完成し? こいと思ふ。本調在は、大阪府大工業組合の後援と 、今冶職

工・堅校夜間部生徒の都 ｾＱ 宅 と、 棟梁の意見とよりなつ＿こものである。ｊｬｬＺ彪に附記してお〈。

A、徒弟制度の意味

徒弟制度は親方 、職人、徒弟( 弟子) より成立する。

徒弟は一定期間 ( 徒弟年限) 忠世Z に上長即ち親方職人に服従し 、技術を習得する時 、職

人 となる。職人は自分の努力又は計霊の下に親方となり経演的に潤立 することにな るので

ある。

徒弟は親方の下に起居を共にし 、親方の家族の一員となり 、技術の習得は勿論、家庭の

雑事の手俸をもする のである。親方は徒弟に封し. 技術を教へるのみでなし徒弟の一身

上一切の世話を する、即ち訓練をするのである。

放に徒弟制度の意味は徒弟より見れば 、技術ぞ習得し、一人前の常識を授りて1'i ひ. 職

人、即 ち、一人前の大工に養成して頂< 1こめである。彼等の結ぶ夢は親方であれ棟梁で

あることは勿論である。

その聞の経費は一切親方の負婚であ る。その代f貨として 、徒弟は親分子分の契 りを? 結ぶ

と 同時 に、 労 力 ｾ 無制限に 提供 しにも の で あ っ＿こ の で ある。
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B. 大工徒弟養成の賓際

徒 弟が如何なる系統を辿り つ〉 、一人 前の大工に 仕上げら れ るかは 、徒郊のもつ 、親方

の方針により、却j め る場所により、 親方のな す仕事の阻類により 異な るも のである。

これは徒 弟養成 には一定の方針規約 はな く全 〈親方の何 々の意見方針 によ り、時 k 剃 k

の意向によ り随時教育 され るからである コ

f苛徒弟教育は皐校教育の如1<、一定の主義方針方法によ り養成する方法に よらな いのみ

でな し 徒ゐの練習用の費用 、則l ち練習用材がないのである。言ひ換へれば 、此の材料は

飽の練習に供し、 ぞのま〉役立たな〈なってもよいのに、練習が主で即ち技術の習得力 2主

で. その材料は従であ る。習得の使宜のため には、 その材を無駄にし ても、 かまわぬと云

ふ様な ものはな いのである。あくまで 、仕事が主であり 、練習は従のもの副のものでめる

技術が充分 に出来なけ れば、チくの技術へ移る とか、又は宜際の 仕事には闘係させない傾向

とな り、練習期聞 が長引〈 ことになるのは蛍然な ことである。

肉親方は 、技術を数民するのが主でなく 、彼 等に仕事を させるのが主となる 、 それが局

不使な る故に 、技術を敬へるのである 、 その数民は見党えであり 、調習でゐる。向同似の

相互研究であり 、共敬へであるわりである。

故 に親方の境遇及びその闘係する仕事により相泣a して来るわりであ る。

随っ て、富際の徒弟養成は この)1民序によ る、 か 〉る方法であ ると、 一概に決定して見る

は とは賓際不可能な ことで ある。

此の多種多棋に亙 る方法を系統立て〉見るも 、 それは 、何等意義のないものになるでは

な い か と 云は れ 様が 、 大韓の所同じ榛な傾向でめり 、 ＱＱ 回序ｾ経てゐる こ とが 、 明らかにな

っ仁 、各詳細 に亘つて は多少異 るも のであるが . そのノj 、異を捨て . 組織的にして見たのが

以下の順序であ り方法で ある。

先づ相談が纏 り、徒 弟 として親 方の家に世話 になる 、之を弘子入 りすると備してゐる。

弟子入 りし1=嘗時は年齢も若 し カも少〈且つ 、建築の知識ーは勿論道具の名併もその取扱

ひ方も不明であ るから 、仕事場に於て い 仕事を させられる こと は少 い 誰でも 出来るも

の即 ち素人でも出来 ること、 日jJ ち手停並びに助手の仕事をする ことに なる。亦仕事のない

時は家庭 にあり 、雑事即 ち子守をしたり 、走り佼ひをし7こりす る、 昔から 、此の事力 E充分

我↑ ・延し得て 、J占':etl こやり通せる様なものでなりれば 、 もう一人前の腕のある職人にはなれ

ないものと して居られにのである。所前之がその試練場でめっ? こわげである。

];y: J早〈起き 、仕事 には能より も早 < ｉｩ｜ Ｇ亡 、 仕事の準備をする 、即 ち Ｎ 研二 ぎ 苦言の Ｗｫ ｾ準備

した り、 道具を出 して整へたりする 、仕事が始ま れば、子体ひ し?こり 、助 手 となっTこれ

又は 、道具直し等を させら れることになる。仕事総了後は 、道具を片附げ? こり 、跡掃除を

し?こ りす る内に 、親方叉は職 人のする技術 を見畳え する のであ る。 これから飽の随の甚に



し〈破れたもの等の直し研ぎを命せ' られる。

此の間研ぎ方のコツが仕込まれる 道具の作り方は閤難なる技術の一つにカJI へられてゐ

る。完全に手直し得るものであれば、必らすも仕事は一人前以上出来るものであるとは、一

般大工に信ぜられて居る金言である。最も最近は鈎研ぎ屋、鋸直し目立て屋叉は葺直し屋

等専ー門の道具直し屋は出来? こがやはり、之のみによることは出来ないものである。完全な

る道具の作り方直し方を研究することが必要である。

次 に昔なれば仕事の順序として、会f及び斧の練習をやる。これは荒木より角材を造る時

丸太をならす時に、用ゐられる方法である之は少 k 技術が不練にて相首手荒し間違ふて

も、直ヤ親方叉は職方の手直しにて充分に直 し得るものであるからである。

現在大阪等にては針又は斧は殆ど必要でない故、直ちに飽に入るものである。飽にも一

枚鈎二位: 飽、溝鈎等種 k ある。二主主飽は逆目もよく切れる故に板削りに庚〈使用される。

木口を l' i リる時は一枚飽が主として用ひられる。

放に之等は同時に、使用されるわりである。飽の種類も始めは、床阪とか .)IP入の天井板

等徐り見映えせぬ所、叉は見え隠れになってしまふ所の板を削らせ るのである。

次 に鋸ーの使用であるが 、勿論此の濯に来ると、そ の徒弟の能力により、仕事の都合によ

れその練習用道具が異なるわけである。鋸は. やはり荒木の切組前の大まかに木取りさ

れる時に練習させられることになる。

次には撃である。之は見え隠れとなる貫穴胴差穴等から始められる。此ｾにては幾分狂

ふても、官会り仕事の上にその失敗が目に立fこぬからである。

次には荒木削札柱削り の練習に入る 、此の頃より 墨附の手停等 させられる、此の間墨

附げの方法墨壷の取扱ひ方、蕊の作り方等仕込まれるのである。背は墨壷の製作法も教へ

fこのでし? こが. 近頃は墨壷は庖頭にある故安僚に手に入れることが出来る潟、之を省略し

てゐるのである。次に荒木の墨附手停ひと共に切組鋸練習を繰返す様になる。

此庭まで技術が進めば、家屋の組立の初歩に入る、即ち、床板の張付りとか. .)1[ 1入の板

張り、木摺打、裏板打も等にて、仕上り後隠れてしまふ部の取付げに入るわけである。

之がすめば、遺作の取付に入るわけである 3 即ち敷居鴨居、天井、澗目等に入るわけで

あるの

次に床の問、違棚の取付げに入るわけである。此鹿まで来ればもう大工として一人前の

技巧を得? こわりである。此庭に始めて 、各種の高級なる建築の製作及びそれが組立法並び

にその規短を研究し始めるものである 。即 ち親方の技術か . 又は書籍 lこより各自研究する

様になるわりである。最後に自ら建築物の構成紙態剖':11 り、自ら仕事もし、指導もし、墨

附げ出来、 一人 にて構成し得るまでになれば大工徒弟の理想である。

以上の E なる道具を? とり 1::.' し、その練習の時期を拳げたのである 、以上の外の大工道具

には徐り 深き練習な 〈とも、充分にその目的を主主せられるものは 、之を省略したのである
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例へば、錐、鎚、定規、其他等である。

筆者は各道具につき充分取扱ひ得るまでの練習期聞は何時ま でかと云ふ研究して見? こい

ものと努力し?こ が、何れも満足な結果が得られなかったのでした、之は技術は練習のみ に

て、そ の技能に甲 乙が生する外に、 頭 し 生 来の性質 にも大いに関係があり. 一律に 決定

しかねるも のである故、その数字を述べることを禿控へたわけである 。

C、徒弟養成の目的と大工の一人前

徒 ｩￄｾ 養成の目的は、大工の後権者の養成である。技術的の繕承である。亦徒弟から云 へ

ば一人前の大工への修養で‘ あるとも云へ得るのである ，) 一人前の大工とはどんなものか 、

之亦議論百出 の問題である之が充分になれば、賃銀の問題 も易 k と解決し得るものである

嘗て日光東照宮の質物取を見壊 しにことがある。その質物の内に、東! ! 日吉の上倒式に用ひ

fこと 云ふ 、大工道具の供物がある 口それは会?と 墨壷 と曲尺で ある。何れも 善美を蓋したも

のである故 、賞用の ものではないと思はれる 。

併し、 筆者の察するに、首時の怖梁叉は親方の腕前の象徴、技術技巧の偶像 として此底

に供へ 1= ものと思ふ。妖言すれば 、以 t 三種の道具の完全なる使ひ分けが出来るもの こそ

買の棟梁の理想、と考へ? こものと信せ' られる。

会fは木取りを . 墨附は切組構造{ t > 、曲尺は計室主? 指示しにものではないかと推察する。

之により 、思ふに大工の一人前中には、翠なる道具の取扱ひにけではない 、組立技術と計

重技術が包含されてゐ ?こも の と推察 して間違ひないのである。換言すれば、技能の完備で

ある、製作技術と構成技術の外に創作能力まで希望して居? こ様に筆者は考へ? このであ る。

今現在の大工術を考へ、その一人前j を定義して見? こい と苦心しにコ大工業組合の方 k に

色 k 尋ね? こが、明らかでなく、叉大工棟梁にも尋ね? こが 、明瞭な答は得られなかっ 1=。

それには種 k なる原因がある。大工 には各々ぞの特異とする所がある。造作に秀 でTこる

もの、建前に 、木取 りに、 切組に、 墨附けに 、蝦枠取付りに秀で? こるも のもあ る。故に一

人前の費格を何鹿にを〈かに より、 異なるし. 賓際は何れに優秀であるにしても、 立誠に

一人前の大工として世間も 認めるからである。

随 て一人前の仕事 となって も前同様、決定し粂ねる 、仕事の程度 と仕事の量の相乗積で

計算ーするが至嘗であらうりれども、程度と量を如何なる割合にするか数理的に決定するこ

とは難闘がある 。{ J f し、請負工事に ては之を金額に換算して、決定はしてゐる 。例へば板

制りなれば 30 坪. 丁寧なるものなれば 10 坪とか云ふ女川 、貫穴な れば60箇等と憎して

ゐるのがある。併し、大工の技術そこの方法のみにて決定する ことはど うか と思ふ。普通

の大工即ち徒弟を経7こものなれば 、此方面の仕事位の出来ないものは殆どないのである。

然加工、何を標準にするか亦難問題である。併し一般世間には暗 k 裡にその規定がある。

大工募集 と云ふ蘭告が出る。 肱募者を決定する時何等かの標準がある筈である 。亦賓際工
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事には池! 材を油所に割宛てて、その作業能力炉告げる厳に現在努力して ゐるのである。

賞|際一人前の大工と云ふ定義を技術的に詩 l明し、その技術の精巧さ、 そのなし件る能力

軍: の決定は目下の所、決定されて居らない 、只経憾により彼等を一人前の大工と認めてゐ

るのである。 即 ち従弟修了せし もの 、を? ミド. 憾とし、之と同等以上の技術のあ るものを一人

前と栴して ゐるも のと認定してゐる現jjkである。

D、徒 弟 修 業 の 年 敷

徒弟として親方の許に入る年齢は何時がよい か と云ふに針して意見が分れる。

技術には 、微妙なるコツと云はれる一部の肉感的の動作がある。これを開得させる には

幼L、程よい 、 との設が ある口昔は 10 歳前後で弟子入りし? こが 、現在では少 〈も 尋常科 を

卒業したものでなりればならないのである。故 に苓卒程度のものが理想であ る。叉 、技術

と云ふも大工のには、相官の鰐ブj 左腕力が1必要である 。故 に相官睦カ の/+' ，来?二、高等科卒

業 ぐらひ の ものがよ いと 云ふの もあ る。雨者ともにその根擦に不満がある 。大工の技術は

彫刻叉は物兵の械に微妙なるコツを絵り必要としないも のである。製術的な建築よりは工

業的な 、令理的の建築が将来主として要求されるのである ことを思ふに付り以上の根蝶は

理とならない と信するコ建築を理解 し、 技術を練視し得る悼力の 出来七、高等科卒業位が

目下の所最もよいと 思ふ。叉趨勢は此彪に辿り つ〉ある と、大工業組合の幹部より聞いた

のである 、営然 の歩み ヒ思ふ 。

次 に何年修業すればよいか、昔は 10 年以上修業して始めて親方より許しを受げて. 一

人前となり ｩｩｴ 聞に ｾ ｉ Ｇ ， Ｑ こものであるが、現在は弟子入り の 如何に閥係せすＮｾ齢までと決定し

てゐる棋である。尋卒なれば .14- 15 才より 7 - 8 年高等科卒業なれば 5 - 6 年 となる

わりで あ る。3直齢後は一人前の大工 と見倣して ゐる現J伏で あ る。向背は御内奉公と栴し.

年期 d)V1後向 2 年乃至 3 ｾＱ ミ親 方 の 許に働〈こ ｫ が習Ｇ慣で あ ったのであるが 、 現在徐り賞行

されす・陵れてゐるのである。

か〈して始めて 、一人前の職人となり 、何鹿 に行〈も 一人前の待遇を受りる資格が!対米

るわりである 。併し以上のは年数から見に のであ るが、各 kll li1人の技術 能 力 に よ れ 必 ら

す，しも 、一人前となるに賞際 7 ヶ年か〉ると云ふわりではない のである。例へば鈍削 りに

しても 6 ヶ月もあれば充分に一人前となり得るも の もtちれば 1 年も 2 年もか〉るものもあ

るし、向且つ充分出来ぬも の さへ あるのである。

徒弟への技術の教長は、大目撃は親方が教へるも、多くは兄弟拍子の友教へ、又は見世え

が主 となるものである。別 に練習として耕せられるものではなし、。その結果として 、腕力:

出来ぬ内は 、決して仕事は興へられないc それが魚 、腕の 出来ぬものは、益々遅れてしま

ふものである。以上 の方法による 故技術的に、一人にて一軒の家 、如何なるも のでも 完全

に編め られる腕までは中々得られるものではな いのであ る。只目下の所は 、か、るまでの
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技術を必要としない現場が多いし、現場監'1守者ーが大工の技術 5升iIiふ て呉れる故、遁齢まで

とし. ぞれ以後を完成せる工人として取扱ふも大いに意味あるものと首肯さ れる。

今後の大工は 、警術家でも工喪家でもない 、構成者であり 、工人であると思ふ。建築依

美術品と考へるよりは工業! 日として考へるのが王蛍であると思ふ時 、徒弟修業年数のi捻り

長 きは不遁営であると考へられる 。

E、 現 在 の 徒 弟 制 度 の 欠 陥

現在の徒弟制度には幾多 の 欠陥がある。先づ ｕｾ ーの 欠陥 は 、 無秩序無組織の下にある練

習のみを主とする技術習得法であるが震に多〈の修業年数を要する欠陥がある。秘体とか

コツは始めから計霊的に数八られる のでなし一人前となってから 、自ら悟る程度になっ

てから興へる方法によるは 、非常なる努働力 の無駄があ る。放 に今後は 、秘俸とかコツと

か云ふものを始めより公開し、然かも誰もが理解し得られる桟に 、或様式 を 造 ト そ れ に

より徒弟を指導すると云ふ方法によれば、短期間に技術を習得し得て 、親方色 、徒弟にも

好都合 になるのではなし、 かと思は れる 。次に折角技術の優秀な親方を撰搾して 、之に入門

しでも、親方が宜際の仕事に従事しなげれば . 教へられる機舎もなし叉その技術を振ふ

Ｑｾ Ｈｲｪ の仕事がなげれば、何年経るも完え込むことは不可能になる欠陥がある ｯ : ; 7，くは組織の

欠陥である、即ち 長年の徒弟修業を 了へ 、技術を充分得? ことするも 、親方となり 、棟梁と

して立つにはそれに＿こへる ＱｾＧ け の経 済的力を有しなりれば削来ない仕末である 、 技術の利

得のみを目的とする徒弟制度の政境 されんとする、原因は此底にもある o 1均一方技術は次

第に簡易となり、 長年月の修:業主? せす とも !1円に令ふ様に建築の梢it '術は進歩 して ゐるにめ

でもある。

これが鴬には 、徐り に徒弟時代の努力が大きい所にもある o 1Jj : し、目下の j起は大工とな

るiEは徒弟による外ないのである つ

やがて大工の' &成所が生れる時もあるであらうカ ; 0 1Jj:し. 以上の 欠陥はあるにしても 、

徒弟は全〈 、月謝も 、御臨 も出さす' に 、技術を教へて141える彪に弧l川とがある。目下の所此

の制度が影を泣してしまふとは考へられない。

1< 11 10 

。f: し、現在のままにして放任してを〈時は頭脳明断なる少年から挽てられてしまふこと

は己むを得ない蕗である。 flj lJ 度を改良 するか又は他によき制度養成機闘 をiit ることは目下

の成必要ではないかと考へられる 。

F 、 劃策としての徒弟制度の改新と撃校教育の草新

以上の針策として徒弟制度並びに事校教育の革新を計り幾分の努力と徒弟の? こめに害IJ愛

させ? こ い念願を基礎として 、:'9-くの如き考察と私案を述べて見る積りである。

徒弟のZiEーの目的は一人前の大工技術伝習得し?こし、念願で‘あ るD 一人前のた工の技術範



| 匁? : ' 明瞭に決定し、最小限これにげ の技術は必要でめると云ふ限界を定める こと が先づ必

要となるわけである。之は世間一般、大工界の重鋲が決定すべきであるから 、暫〈之を預

り、その範! 主| が決定されにも の とすれば 、: j くにはそ の技術範聞を合理化し、その習得方法

を合理的 に、 その原理を利拶J 的に考究し 、その技術を秘準型化し. 一 目明瞭7こらしめ をき

過去の失敗に時を移すことなし 安心して、技術を習得 し得る様、作業指導方法を鷲見す

ることが . 徒弟養成を合理化し得、且つ、その年教を短縮し得るわりである。

無主主な努力、有害 な努力は却って徒弟をして新興の気分 、遊説日! なる策分、創造力を にぶ

らし て しまふことになる。直観による朗らかな指導は、徒弟をして益々 . 元気にし且つ 、

仕事へ封して感興を湧かし得るも のであると 信せ' られる。此底力2明らかになれば、もg弟制

度は技術的に改新されることになる c 各親方は此の方法を採用すれば、容易 に徒弟を養成

し得るわけである。向之に手小型- 的の建築型・? : ' と 云ふと如何にも 重複する が、感術的の こと

を教へ込み、新興建築への: ; 1J を徒弟に輿へる方法として誹包含叉は短期の墜校 を利用する

のも一方法である。

次に大工養成所として の接校はどうかと 云ふ問題ーがある 。或者は技術を? 敬へるに感校は

不通営である つ ｕ Ｚｩ Ｍ Ｍｉ こ ｴ 量管時間紛 ｦ ，ｾ 時 間 が短 いと云ふて 居ら れる、む ｪＺ し、これは可能であ

ると信じ切って居る 。恰も茜家に彫刻家 に美術感校 が役立つ様 に、ゑj論中には美術l j } ! 校は

去fJ って技術を害ふ天性 ?:'t員十ると云ふが 、やはり その方聞に 一大貢献をして肘ること には

挺はれない。然らばどんな方法によるか 、先づ大工技術を完全なる様式、合理的なる習得

方法、昔の コツと 秘体 とを公開しにものを作成し 、之によ れ 短期間 に先づ技術を教へ込

み之が練習させる。外人聞として大工として の一般常識と技術の基礎原理を敬込む方法に

よる のである η か〈すれば先づ大工 として. 少 〈も将来益 k 技術が簡易化する時代に思ひ

合すれば. 大工養成は可能で あると信す・る も誤 りないと私は思ふ。次に終来彼等をして棟

梁にらしめ親方? こらしめ、世話役? こらしめ るために 、如何にせば 、仕事の能力を穆げ得 る

かの技能を研究させ? こし 、。大工としては 、昔は自分fごりよく仕事が出来 . 充分の仕事即ち

ーー人前以上の仕事が出来さへすればよいのにが. それにげでは充分ではない。現場には不

熟練のもの素人さ へ使はねばならない こと がある 、その場合向ぞれ等不熟練なる ものを指

導 し、自分の腕以上の 仕 事 し 一 人 前 以 上の仕事の能力を取げ得るものでなげればならな

い筈である。

その震には、仕事の方法、技術を自ら顧み理 出 な し 出 観 的 に 京 人を直ちに教育し. 一

人前の仕事をさせ得る 教育者1= るの能力がなりれば駄 LIである。Jl . . I.に仕事 の段取 b 会iリj ら

かにすることが必要である。

之は或 る鯨mの教r:I! iに閉し 、1=話でみるが 、初段の者が試合では三段の ものを破 ること は

ジと して吟ら しい事ではなし 、o 1Jt- し. 三段 の ものは決して初段の ものの腕以下ではな いD 試

台 には 負けて も ｩｾ ｊＮ 三 段のも の は初段 の も の に 稽古を 付 げて 、 之を二段 にして や ることが
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山予I < i る、その教育ブJ 、技術の完全なる認識が三段? こる資絡である と云はれに。査 し. 至言

である。親方は単に腕にけでは駄目 T二充分に自分の腕を剣山、それを以て 、徒弟を職工

を教育し得てこそ 、民 の一人前の大コてであり ・親方であると思』、。その方法は皐・校、少〈

も徒弟数育では必要であると思はれる 。

以上を一言にして云へば 、技術の定型化、 それによ り. 敬育 し、 それ により、現場の仕

事を能率挙げて行ける様にブ ｕ ｾ ｉＧｾ 改めるにあること強制する ｄ

G、大工技術の標準型作成の必要

大工技術を公開 して散もが、容易に習得し件る棋にし? こい ，無益な針プJ なしに進んで行

き Ｑｾ い 希笠からしもう 一 つは仕事の能率を翠げにい希望から 、 その作成と必要が強制さ

れるわりである 。秘準型とか様式とか定型とか色 k と同じものを云ひ表はし?こが、こ れは

大工の技術のコツをそのままカン? ごとか 、微妙? ごとか云はすに 、も っと精市111に兵躍的に 、

説明をカ11へ? こも のである。飽|切りするを一例にとれば、飽をどん な風に iit へれば卒滑に削

れるか 、 どんな姿勢にて 、 どんな風に鉛を持ち 、 どんな時にどこにカを入れ、どこで抜 〈

か 、 最も力も経倒的に使ｊｩｪし仕事がよ〈出来能矛、ｾｾ告げられるかを詳細 ｬ に 研究して見る。

その結果ーを よし 調奈し 、 よって来るべき原理を考究 し之を質 際に教育し 、 その結巣ｾ司 ｾｪ

脊し. 更に始めにかへり 、 その技術の 11j: 1吟味し、 更に教育してその結県を見る、等不断Iの

努力と研究により作成さる べ きものである。

放にこの様式は時 k 刻 k 密化し行〈べきもので、決してその型が不動の者 とイじするも の

を帰すのではな し、。型と云へば、技術の段高駄を示しにも のにして 、それよりは技術は下り

坂となると考へられる。木制法、縦月初: 生れて 、建築古!晋ーによL るべきものがな〈なつに。

問機、大工技術の型が一定 し? こなら、大工技術は低下するではないかと云ふ設がある 、歪

極同 ｊ 長な説である ｾ 1) j: し、型あれば多〈 の人、凡 人をして一人前の仕事をさせる こと が森

易である。尚之に捕はれす' に 、年々新しき型への研究を進めて行〈とし? こなれば 、決して

技術へ封して. 御心配なさる程の妨害は拠へないものと信す・る、向この型のにめ 、徒 tf) の

受げ る 主主Ｚぴｾ忠、ふ時 、こ の 妨 害は 他 の方法で除き得ると考へ 、 推脱して間違ひない と 信十る

H、 結 び

私は現在の徒 ｉｾＩ 制度の改Ｎｷ ｲｾ 技術的にのみ求め ｦ 二、ゑ ｪ 論経術的護法とその控化を無 ｩ 似 し

にわけでは決してない。只此成ではその問題から離れて、工人としての意見を技術上に 求

めるのである こと を諒解して頂きに い。付J

前色j ' i にて主! hべ? こる 一人前 の大工の仕事: i i i : とそ の技術は、 之は大工業者の協議により大間

決定され得るものであると信するし、その技術の定型化も 叉 、熟練なる大工の努力に より

-"J 能であると信せ' られる。かかる方lmへ 一 日 も 早 し 官 現 さ れ 、目下府下一高に近き徒5 ( ;

者の鯖 に新しき迫の聞かれんこと を希望 し. 祈願して筆を捌 〈次第であ る。
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墨 の 調 査

材 料 委 員 合

材料委員舎の一分科として日本畠の調在をす ることに 決定 し仁、 捻賞者は相官範囲院〈

調べて見? こ L、希望であっ たが、却で事ーに古って見ると、採るところ少なし現今の挫職は

徳川 中興以降の如 〈隆盛なるものでな 〈賞用本位 に傾き技何を練るとか専心研究するとか

謂ふ六 ケ敷しきも のでなく只如何にして丈夫で. 立j辰で、償格の安 きものを造るかと謂ふ

貼が本領にて偶 k 官職とか茶室梢治山ひには本質を護姉する位ひにて新道の漸次表徴する

傾きは現在我国大建造物が洋風に嬰 i躍 しつ〉 あ る 紡 * と一言 にして謂へる次第である。

従って此投を相営詳 Ｊｦｮ に調べるに付き斯道の大家に ｾｉＧＮ 舎ふ こと の ｪ 出来 なかった ことは 残

念であるが、 主幹ひ大阪三郷』111職仲間の屋批の方又は 11月治初年の仲間の方の意見を奔聞し.

以下闘西方面を主 として各項に付き調貧し1: る駄を掲げる こと にしに。

1 卦の起砂; 及鑓溢

4 挫の縁、紙及糸

2 誕の床

5 品の工作法

1. 畢 の 起 源 及 嬰 運

3 蛇の表

6 特徴及綿糸

我民族の生前力 ;6色屈する空: 1' t ru二敷物と云ふものが必裂であって現在の投までに鑓i躍する

には相官の時代 と改良がめった、徳川末期よりは質刷本位にイザi き明治以降は洋風建築の影

響にて何等の進歩 と改良もされなかっ 1: 、共起源は利l代で あって民族の 日常生活に肱じ敷

物としての質に謎j崖あ り俳教渡来以降相官大なる改革で今日の投の濫俄であって卒安朝、

鎌倉時代には必要なる部分が使用されて居1: が、足利時代の茶室の隆盛に従ひ完全に護達

しにものである。

今此れの文献及古記に依り 芸大に摘錐し共鑓越を示さん。

神 代 及 上 古 時 代

古 事記の ワタツミ宮 の段に「 ミ チノ カワ の些 八 重ｻｦｾ泣き又共 上に純挫八 重を しき ｊ と め

るは 、綿津見宮か彦火々出見診を迎へ参らせしに美包I ( 海猫) 皮3えは施( 拷イ"i ) { f 盤み重

ねl市営設けられしにより並みと云ひしなり。

叉白1・主原朝大御歌に 『すがに、み敷きて二人御広陵、云 k 、倭建命御歌に n二、みこも .

へぐりのやまの 、云 k とあるを見 ると 利l代にで もl文、施 、の外に官 、慌の類 も敷挫と して

用ひら れしこと明 なり。

亦景行天皇の御宇弟橘妓 ii li 賀のめ ? こりにで海に入り給ひし時菅益八枚、敷皮八校、きぬ
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の敷物八枚を? 担t の上に敷重ね'fl t下り給ふとめるは敷物としては相首材料の纏つでめった棋

に見受 げらる 。

上古時代の米重役、太子の時併敬つにはり 支那と交通をはじめし時晶表又共iiJ::J j が{l JJ って

大いに改 :;_y_;: されに 、治時の現品カ: 法隆寺に保存されあるを見ると秘密表 の様でおi . *象形の も

のであると 。

奈 夏 朝 時 代

寓葉集 に依 れば『カラク ニノ トラチ フカミテ ヤツトリモチ キ ソノカワヲ夕、ミサ

シ ヤエ夕、 ミ云 k j とあるは斡園の虎と云ふ話111ｻｦ生け取って八頭持ち来り其皮を ｾＱ こ〉 み

刺して八重盤 と云ふと の事にで 毛皮の類を も用ひらる〉様に見受りらる、又同集に『必薦

重編 』 と云へるは騰を ｾＱ こ〉み 重 ねて品と云ふものを作つに様で、共後稲設を ｾＱ こ〉み重ね編

みて作る盤は今日の墨 と同形の ものである、やまと 言葉に依れば重ねに〉むの義であって

民、菌、席、部縁、 主主 と文字も 襲 つに嫌である 、現代正倉院に蹴せらる〉御苗は奈良朝時

代のものと言ひ傍られて居る、奈良朝時代の後期には誌を重ね編みそれに表を付けにる昼

の形 が完全に出 予 ｾＱ こ撲である、只今 の挫の 名宜共に纏つ＿こも の である 。

平 安 朝 時 代

平 安 朝に入って建築の様式が寝殿造りと著るし〈進歩し従って塾協ミもｬｪＧｊｾ館側 、 ｩ 会 ｩ 出、釘 ｩｩ

縁 、紫縁 、線総等を? 用ひ立iJ .氏なるも のになって賞胤化されに 、最初は上御一人の御率T) とし

て肘ひしも天皇の お裾分けを近臣の者が賜って用ひる様に なっ 仁、而し首時は些は必要・に

l忠じ敷き叉は取除 〈様であっ? このである 、枇草紙に 『いとつや〉かな る板のはし近う 、あ

さやかな るに〉みひとひら、かり そめ にうちしき 三尺の凡帳 、お〈のかににをしやり云 kJ

とあり叉 今昔物語 に『在原業卒女をぬすみ出して 、大 なるあ ぜ倉につれ行〈ところに板敷

の板もな 〈て立寄 るべきゃうもなかりげれば此内に些一枚を具して此の女を臥せにり」 云

々 とあ る、又泌氏物語須燐巻、二世条院殿上の様を述べ? こ言葉 にわごいばんなども 、かTこへ

はちりばみて、? 二、みどころところ 、でさかへし? こり』とある如〈僅の聞にも塵はむにH

き不月1な らば引 きか八して世〈 様にして居て今 日の如〈 ー聞 に敷詰め では居なかっ? こ棋で

ある。

鎌 倉 時 代

此時代より挫は床に表 、維を附し高貴の御殿及 EI昨古 ある寺院に映られ用ひTこ;践にて卒安

¥1 寺代よりーと間 に敷詰・めらるる様に鑓化しにのである 、法隆寺の太子殿が七百年前の謙倉

初期の建立であって 、それに敷かれ? こる蛇の中曽時のもの六帖残存して居ると の こ主に依

つでも挫がー と聞に 敷詰られに こと が澄明される。

室 町 時 代

此時代 lこ茶の湯を初め 、能、狂言等の遊柴が専 ら盛んになり 金!制 、銀閣等教寄を撮らし

f二位物が流行しf!?・も 一段 と進んで、掛維床が編み出さるるに至つに のである 、桃山時代よ
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り511: が中流階級にまで用ひらるる様になったが投紘で上下のI区別することになっ仁、海人

諜に依れば、出の車 、帝王結対m端也、 nirl r1
i
す同 iJ! ドゲ';':ro-JiE捌端 、此外貨不レ可レ用也、大紋高

麗端親王大臣用 レ之以下史イミレ可レ用、大臣以下公郷小紋高麗端' 也、イ( 守中前五以下、 有職非職

紫端也 、七位1#賞端也、 部寺開討. 皆刷 工黄端 、四位五位華客「日二紫 端 也、と せら れて居る。

徳 川 時 代

此時代には設の普通化主主 k 激しく武士階級は折使用したが封建の階級的差別は相官彦IJ し

か りしにより足 ｪ ｾ ｪＱ 級は斤 ｪ ゆること許されなかっ＿二 、 元前 ｩ［Ｏ ，の 頃は ｏｉ ｊ 人 も用ゆる ことが出来 Ｗ こ

が其支配者はそ れ それ税を取りにてに矯め IIIJ 家には f占の間232は紋間のままとして居間 には

1-1'，来得る fごり用 ゆる様になっ? こ 、品'ft も異常に殻主主し間 r(rj 掛縫l衣の如き昼前の精々品を ii!t

って今 日迄で及んで居る D

明 治 以 降

Ｑ 止は四 ｬｾ 卒等になり農家 な どにて賀深品と見られて Ｉｍ こ必が日用 ｲｈＱ 扱ひになりＮ大正に

選る に従って需用が頓みにカ11はり徳川時代の流れに依る伐の優良よ りも 経倒的 、賞用的の

要求に躍する矯め機織Ａ求 のＵＱＩ主 告が企てられ大疋十年以降は製 Ｊｦｾ の完成を期し昭和の今 日

昼 床 の 名 稿 及 品 質

ー手 主1 対三

手符 E千 際経糸Z泣 巾 ii I J 筋数

務 ｾＱ 8  iiIJ 35 j世J 縫 8 iiIJ 

同 9  j也 38  同 9  j血

同 10 遁 42 同 10 遁

問ノ、ギ 11 沼 |  45 同 11 jiIJ 

同 本 11  iiIJ 45 
災前て Jsj 縫 ll iffi

同 12 i泊 45  1 同 17. iiIJ 

問 13 iffi 55 
同 13 jiIJ 

丹波浪 11 i泊 45 li;J 11  iiIJ 

問 12 iiIJ 45  [f; J  12  jffi 

同 13 jffi 55 同 13 iiIJ 

同 14 主主 60 同 14 jffi 

同 筋 75 75 同 14 iiIJ 

ji'; J  惣i 90 90 同 15 iiIJ 

I"J 矧ー 75 75 掛 絡 14 jiIJ 

同 掛 90 90 1，1J 15 jiTJ 

同 掛 108 100 IFoJ  15 jffi 

同 掛 120 120 15 iiIJ 

器 械 床

務 nT 川1 主1- ! 寝 針

8  iiIJ 代 )IJ 18 本 長 十

20 本 針

9 ッ イ1;; )IJ 18 ［［ｪ正 ｾｉ

20 本 主1・

10  ii TJ ィt )IJ 20 本 主|

22  :2] ζ 主|

24 ; ; j 王主1-

1  1  iiTJ イに )JJ 

は相官; 高級品にでも機械床にて手製の主nき

ものは絞高級が 、機械製に平行さる位r. ひの

ｾＺￆ皮にー鑓した形でめ る 。

2 - 量 の 床

- ｾ＠ ， ｾ Ｂ ［ｉＺ 床 Ｉｊ 吉料のｾは梅雨 期を 過ぎ誌の根元

に居る雲蛾が11-'， てしまひ相営乾燥したる 十

月末頃迄のものを一般に使用し、新弟、立不

完全である ， ａ ｊ ＧｾＧＺｉ ，ぷは機織製と手製とありて

機織製は撚HI . 淡路、大和 、江州 、丹波 等で

F創刊するが撚汁| は215一位である . 手製も各

所で製作するが淡路産が最 も多い、ほ の 手

製 13 通り以下のものは機械製の使用が丈

夫でE 徳用である 。

床の上下の区分は裏附の菰 とか些表口 県

糸横糸の遇数及軍量に依って差別する 。

現今一般的に手製は高級品の 13 通以上

が多く使)-IJ せられ殆ど機械製で充分でめる

ｩａＴ 策多し、筒所て Ｑ 主将 ｩ に材 ｾ ｩ 十日 議を使用 する

司王 もある。

1，5  XI I  



手 製 墨 床

| 立 数 沼費支 裏 F什 Xi ¥ 縫 糸
τf  J去 製品E工 賃

40 10 1瓦 4 貨 5∞ 信 州{ 撚 糸
l 人 3 分

33 8  同 4 r t α )(J 同

47 11  伺 5  rt  OCO 同
3 尺 25 I  5 分

47 12  丹 波 表 5  n  000  同

6 尺 60 t  5 分

3  )ミ 25

53 13 同
6 賞000 同

同 7 分 5

60 14 被 I二丹 波 表 6  11 5∞ 信 州 ｾ ｊＱ 匠ニ ｪ 抗 撚糸 同 l 人

75 14  備 中 夜 中 髭 表 7 賞。∞ 同 同 l 人

90 15 同 7  tt 5∞ 同 同 2 人

100 15 備 後 引 ii I I表 8 貰∞o 同 同
3 人

120 15 同 8  1立ocxコ 同 同
4 ) ¥ 

lごO 15 同 9  J! COO 同 同
5 人

機 械 製 昼 床

| 立 数 l i回 数 長一一 附 京 量 | 時 円 作i

ｾ ｾ＠ I  ｾｾ紘 Ｕ Tt 0∞ 75  

53  1  24 同 5 11 500 I  1∞ 

47 22 同 5 Ｑｾ＠ 0∞ .90 

65 24 丹 波 表 6 貧 000 I  1.50 

75 I  28 :jcii: 6  11 5∞ 1. 2C 

100  28  丹 波 表 7 貰 5つo 2.50 

75 I  28 同 6 1't 5∞ 2.10 

165 I  28 備中 F在中 髭 表 8 11. 0∞ 3.∞ 

125 I  28 丹 波 表 8  'Uα) ( )  I  2.50 

3 畳 の 表 ( 表の説明)

投表の it 地として従来より備後稿 J..] I産ーを最上として尾道これ に次ぐもので、之れを匹目 IJ

するに耳の級工合にて見分けて居? こが. 現今同ーの機にな り見別六ケ敷 しきも萌して稲 山

は兼が堅 い 尾 道 は柔らかきものな り。備前備中 は岡山産に て賞用本位の表であ る、琉球

表は 元3! Ufii 球と か、七島 . 豊後産であつにが現在は議後産力2一帯多し、花道類は岡 山地方

特産である 。

表のtift:頼に六割Eとか三配とかめるは設の寸尺に合し雨耳で六ツ目 とか三ツ目落せる 巾の

ものを云ふ 、従って多〈落せるもの程上等となする長髭通とは中継なきものなり 、叉中髭 、

小髭 とは織端の髭の長短を云ふ 、流備表は床間用 の持 lこて赤 口と 青 口の二種あ り。

備前備中産に大頭、ノj、頭 と云ふは品質の上下を表すも のに て琉球表の大抜、中抜とは中

髭 、小髭 と云ふ ことと 同じ。

XI I  16 



薄緑は無地のものを諸目と云ひ捺染問は印刷者 ｲ ｜ 令 上 ｾ Ｑ［ｄｾ 用 ふ るも の なり、 以 下 次の表

密封! 照せられにしO

各 種 晶 表 の 表

備 後 本 口 表

u口u  目 Ｑ｛ｾ＠ 企 車n 5)IJ 必 目 数 寸 法

書 l淀 室主 1111: 1∞ 匁 乃 歪 I A 2 C O匁 各級 1-.' 1' 下 72 1"113尺4寸 長 6尺7寸

」ノ、.  
同E 表 1"口o∞ 匁 7' 1至 1災2∞ 匁 同 7 1  rl13) ミ35 長6 尺7寸

四 I' m 表 850匁 乃 至 I 災α) ( ) 匁
同 70 !j J 3尺30 長 6尺 7寸

同E 表 650匁) : 73': 8Cわ匁
同 69 1113尺23 長 6 尺7寸

同日 表 550 匁乃至 700匁
同 68 111 3尺 2寸 長6尺 7 寸

長- 髭 引 沼 表 600匁 乃 E臣7∞ 匁
同 68 け13)ミ2寸 長6 尺7寸

ニ 間 引 j泊 表 500匁 乃 歪600匁
同 68 巾3) ミ2寸 長6 尺7寸

流 制H表 大 目 280匁 前l IIJ 3 )ミ0 0 長6 尺7寸

流世ii 表 八 分 目 280匁 同 IIJ 3尺 00 長6 尺7寸

備 後 尾 道 表

両日 表 600匁 乃至 750匁 各fm卜中下 69 け13尺 25 長 6 尺7寸

同E 表 550匁 乃 至650匁 同 68 けJ 3尺 20 長 6尺7寸

jili 
表 5∞ 匁 乃 歪600匁 同 68 IIJ 3尺 2寸 長6 尺7寸

ニ n日 無 地 表 l 賞 100匁 同 1"11 3尺 15 長 12尺 98

五分干i 目市松 表

一
同 けJ 3尺 15 長 6尺6寸

備 前 備 中 表

中 髭 表 大 頭 8∞ 匁 各事E上中 下 66 巾3尺2 寸 長ん尺品寸

同 中 頭 7∞ 匁 同 66 巾3尺2寸 長6尺6寸

同 並 頭 550匁 同 66 rlJ 3 尺2寸 長6尺6寸

小 髭 表 大 頭 6∞ 匁 問 66 巾3尺 2寸 長6 尺6寸

同 中 頭 5∞ 匁 同 66 rlJ 3尺 2す 長 6尺6寸

同 ノj、
E貝 450匁

同 6 6  月J 3尺2寸 長6尺6寸

日| iifl 表 350匁 乃 至500匁
同 66  rlJ 3尺 2寸 長6尺6寸

一 一 一 一一 一

車! 後背荏琉球表各拾枚

大 抜 表 1-. 12J t ∞o  各締 I.rl" 下 IIJ 3尺25 長6尺 7寸

同

"" 

ＱＱ Ｑｾ ∞コ 同 rlJ 3尺25 長6 尺6寸

同 下 10 ].'.l COO 同 IIJ 3尺 25 長 6 尺6寸

中 抜 表 J -. 7i zα) ( )  同 I"IJ 3尺 25 長 6 尺6 寸

同 中 61' ¥' ∞D  同 I"IJ 3尺 25 長6 尺6寸

同 下 51: : ∞ o  同 巾3尺25 長 6尺 6寸

段 物
ート 5 U O∞ 同 rlJ 3) ミ25 長 6 尺6寸

同 中 41主∞o 同 rlJ 3尺 25 長6尺6寸
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花道表無地及捺染

290立 諸 目 表 Ｙ 賀 αｸｬ 匁乃 ｾＹ 貫 Ｕ ∞匁 各種ヒ中 下 巾3尺 15 長 129尺O

240立 諸 目 表 7貰C∞ 匁 乃 至7貧500匁 同 巾3尺 15 長 129尺0

2ヲ コ 立 自 治 表 6員5∞ 匁 乃 至7賞coo匁 同 r t 3尺 15 長 129 尺O

290立 捺 染 表 3賀0 0匁乃至4貰0∞匁 同
巾3 尺 15 長 129尺0

織 込 模 核 表 3貫αxコ匁 乃至41ミ001コ匁 同 巾3尺0 長 123尺C

土 佐 間 組 表
6貰α)() 匁乃奈71!J.∞0匁 同 巾3尺0 長 123尺0

2 40立 絞 染庚 間敷
rjJ 3尺0

縁 附 上 敷

大 正 言 者 目
巾3 尺 15

290 立 諸 白
巾3尺 15

240 立 諮 目
巾3尺 15

同 中 巾
巾3尺 ∞

290 立 目 泊
巾3尺 15

同 中 巾
巾3尺 ∞

290 fr. 捺 染
rll 3尺 15

4 . 畳 の 縁 ( 表の説明〕

些縁の内高官は最上品であって麻糸の納口を一本選となしたるものにして高級で韓裁を

重す・るも のに遁し、 府 中は糸太〈賓用向 きである .カ11賀縁は之れに 女<: e云ふ て差支ない、

松井田は太腕で糊をしてある位で革総代用 と云はれて居?こ が現今使用少なし、光郎縁は麻

1見用と云ふかカタン糸の様で現在宜用向で三関内外の墨に一番多〈用られ現在の賓用盛は

皆光輝織 t 云ふて差支なし、木幸! 神象はあまり用ひられない。

紋 縁 とは高麗縁の事であって織物色 捺染 とある、九重高麗 とはー名豆紋と云ひ高貴なる

とこ ろに用ひ普通は大紋 、中紋 、ノj 、紋の高1置を用ゆ 、品質は純絹 . 人絹混用 、瓦斯糸程度

にして捺染 ものは下等なり。

次ぎの表 と封照せられ? こしO

各 種 轟 縁 布 の 表

本 高 官 正 系 甘 上 ( 疋 物〉
2J 帖 取 巾1尺2寸

ガI 高 宮 五 紺 上 〈反〕 10 帖 取 巾 l 尺 1寸

本 麻 撚 糸 府 中 E 紺 ( 同〉
10 帖 取 巾 l 尺 1寸

力n 賀 車甘 線 ( 同〉
10 帖 取 巾 l 尺 1寸

高 宮 色 紋 ( 同〉
10 帖 取 巾1尺 l 寸

松 井 関 紺 線 ( 同〉
12帖 宇 取 巾1尺 1寸

光 輝 車甘 総 と 中 下 10 帖 取 『↑ ) 2す 3分

光 淘 色 経k 同 10 帖 取 巾2寸3分
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木 新i 五
*It 

紋 ( 疋 〉 25 帖 取

レ ザ 結k 泉 、 茶

主草 紋 ｾ＠ 漆

型 匠 文 総 ( ス リ コ ミ 〉 〈反〉 10 帖 取

級 物 文 復k f 一本〉

文総 ブL: m: 高陵 、χ 斯級高盟、シ ノL ケ ット高陵 、約波川高鹿、純絹級高00

畳線用の紙及糸

IIJl 尺 l 寸

巾 l 尺 l 寸

大 巾 = テ 大 中 小

紋 = テ 一 定 セ ズ

生漉紙を? 辰上 とし普通はハ トロン紙 を用ゆ 、縫糸の高級品は信州、l産撚糸にて一般的にラ

ミ- ut;li 糸を使用す。

5. 畳 の 工 作 概 要

床は極上等の乾燥し＿こる雲蛾などのＩ心らないｕｩｾ原料とし先づ会長附の投表又は菰の上へ

服装を左右より各三段に並列し胴荷を置き 、.1; 挟英樹必上配の順序に各高低なく推積し機械

製は「ロ ー ラJ にて盤搾しつつ「ミシン」掛けし手製は縫糸を千鳥に掛り足にて踏み締め

つつ刺し回め仕上 ぐる 。高級品は胴蔀を打ちて柔か〈し7こるも のを使用 す。

表附床 の雨端を 切断し椎板を入れ遁蛍なる 寸法となし表を張る、敷に合して適宜 に誌を

入れ説くり縫ひ付げ仕上ヤる。

6 特 徴 及 将 家

投は住宅設備の内建具と同犠J設も人に接聞する 材料で保健上重大な る闘係があり、叉維

持保存上充分考へなげればならぬものである 、生活の本瞳を鹿式とするなれば些に代る敷

物はな〈牌Ｓｴｾに於ても見出すことＯＱ Ｑ 司えないものと断 言 し得るのである。

人聞が終日前勤して其慰安を住宅に求むるものでなければならぬ 、大正時代に一時洋風

住宅勃興し? こと云ふことも住宅の居心地と云ふ以外に外形的慰安をも求め? こる結J誌でなか

っ? こかと思ふ 、而 し住居は座式か椅子式かの問題が八釜敷〈なり 、資際問題として或 る程

度の椅子式を必要とするも位宅本来の使命は座式でなげればならぬ ことに郎結しにのであ

る。

座式に是以外に誼蛍なるものなしとして、洋風住宅の窓は床面より 2 尺 5 寸以上も高〈

内部 ｩ ｾ Ｑ 会塗と云つに室内に晶を敷いにとて充分なる慰安が求められなりれば気分も出まい

と思ふ 、矢張り床には世物の一つもあり 、取合には襖、縁側の巾も 院 し 手 狭 な が ら に も

前裁の植木も手入れされてあると ころにほんとうの我家と云ふものが見出され、座 、敷 、

と謂ふ言葉の通りの安息所になるものである。

外園に長〈行って居る入 、叉は遠洋航海等をしに人が一度脇座を組んで見たい と床の上

とか . ベッ トの上に坐って見るが日本座敷で見る気持にならん との事である . 之れは敷物
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ｅ して持の虫 ｦＱ ｾ堅からす 、 柔からさ Ｇ る材料の賜にて Ｎ 座式には主主に代る敷物がないと云ふ

こ とにもなり 、一国i防泌的 ‘ 保温的に考へでも之に代る材料はないのである。

斯様に座敷の敷物として特長め るものであるが其保存法 、清潔法 と云ふ駄を考へると現

j伏の材料にて最善と云ふ語のものでなし向改良すべき鈷多々必要 として居る女第で賞委

員舎にて は之が解決出来なかっ 1=のは残念であるが皆様の大 いに御一考をかi しにき次第で

ある。

何と ならば日本の座敷は客問 、居間 、食堂 、寝室 、病室等賞に用途嘆い寅 lこ勝手なもの

にして挫の使命が二六時中間断 1;' < 刑ひられ然も掛替のなきものである 、今少し日常生活

の肌着. ｾ氏側 、 夜具と云ふ棋に此 ｩ 穫するとか日光に ＱＱ 回すとかの手人法が 出 来得るとＺｦｩＺ敷き

も之とても商倒なものである、彼の大掃除に家並を見るに質にま豊年前のものか 、朽ちて徽

さえ生へて居るも のは決して少なくない 、元* 我閤. L ( は i銀1Mであり 、紛麗するきで toるから

座敷を飾るとか . 便所の床板を? 日勾; に拭帰除するとかと同織の考へであってほしいもので

ある 、舎 k 何か の機舎に建物を洗ふとか. 壁{ t ' 塗替へることがあっても 投は表替位 にて床

をも持てるまで付1-'< の問題となって保健上遺憾である、之れを良〈考へ ると! 示が丈夫すぎ

るので ないか 、叉ー商品t犀さんの ) j で新品を買って] 頁〈 よ り表俸の方が子収平〈利低であ

るとでも申すべきか 、何れにしても面白〈ない習慣である 、誌で一家庭ありとして赤児から

5 - 6才位ひ迄で育て f ことして共投との関係を考へるなれば 、よくも藁製のものにて乱暴に

佼ひ卒然として肘られると思ふ、此等の知{ t ' 綜合的に考へるなれば一時改良宣体された防

水式盤床も必然的のものでなきゃ。

ヨた ぎ に来るべきメ ート ル法貨施に営り ＡＮｦｾＺの 規格がｾ ｦＱ何 にすべきや 、 元米関東と闘凶の住

宅建築の柱聞が濠ふと云ふ鈷に規i格統ーが必要でーある . 吾等はMれか lこ統ー されるものと

考へるが 、若し従来の型にそれぞれ東西が成行くものとしても闘西は投 2 メー トルに 1 メ

ー トル 主云ふ様な簡翠な事になるまい、今日表用茸の長さは闘商用としては相首注意して

作られて居るが 、向 2 配以下の表では立派なるものが出来雑い 、依て よ り以上のものを要

求 す ることは無理でなからうか 、然らば現在を踏襲するなれば 19 0 cm x 9 5 cm が適寸であ

ると 申しにい 、規絡統一に依り闘米閥西一致するなれば原料の製ti { t ' 考へねばならぬ 、現在

の葦を作ること及現今米作に増石毛? 計りつ〉あり議の丈 短 〈なり易い場合盆を経済的に

造る方面より見て闘問 、闘来の中聞を取る ことも至首か 、此統ー に就ては深甚の注意を要

すべ きも のと す J
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各 種 パ イ プ 類 市 場 品 調 査 報 告

材 料 委 員 舎

1. 近時各種材料の規格統ー され日本棋準規格として商工省工業品規格統一調査舎に依 り作

成費表 され最近亦電集配線用パイプの規格に付調夜を了し我日本建築協舎に‘ も之が可否

に付 意見ｾ求めら れ材料委員舎に 於 て調俗 答申せし次第にて今 此底に現 今市場 品として

製作販賓せる主要合枇の製品寸法を調布報告すること〉せり。

2 パイプを左の 5 種に大別し各日本棋準規格及製品寸法表を描ヤ。

(1) 鋼管f 鍛接及糧自 無) ( 2) 銅及員鉛管 ( 3) 銭餓昔・

( 4) ヒユ ーム管及経大鋼管 ( 5) 鉛 管

3. }1i 尚

鋼 管 類 製 作 範 閏 Ｈ 住 衣 ￭ ｩｊ ｬ 銅 剣 ｴ ｾ 株式 合 肩ｴＱＺ Ｚ (/(ノt )  

( 瓦 斯 管)

外 径 近 刑ｾＧｉＮ 厚 サ 刀! il!: ( 接手テ合Y ノJ 螺 子

臼口 ｾｉ ＺＮｲ Ｎλｾ＠
l メトw

1  Ｑｉｉｾニ 付
山重量

布告 呼
ミリ 日ナ ミリ ｉｉｾ＠ W. G.  ｾ ＨＮ｛＠ iff; 

砥
i 酎= 付

5  139. 8 
5t  4. 5 0. 1772 L  7 +  15. 015 4.5"/8 11 

熱線 4+. 127.0  5  4.5 0. 1772 L  7  13595 4. 145 11 

日目目

4  114.3  4.' 4. 5 0. 1772 L  7  12.186 3.7 15 11 
仕

上無

鋼

3t 10 1. 6  4  4.2  0. 1653 B  8  10. 089 3. 076 11 

製

3  89.1 3-}  4.2  0. 1653 B  8  8. 794 2. 681 11 

克

2-!， 76.3  3  4. 2 0. 1653 B  8  7.4う9 2. 277 11 

J野

2  60.5 2ji 3. 8 0. 1496 B  9 +  5.313  1. 620  11 

管

1号 54. 6 2} + ち1E 3.8  0. 1496 B  9  4. 761 1. 452 11 

lt  48. 6 I} + 古 3.5 0. 1378 B I O+  3. 893 1. 187 11 

l士 42. 7 I-}λ0ー 」0-・ 3. 5 0. 1378 13 10  3. 383 1. 031 11 

l  各管ノ、総テ日本標準規絡ヲ規準トシテ製作

2  各管ノ、総テ爾総= 害罪準綱子 7 切り 、縫目 無鏑管製縫手ー伯1及F122箆浪- f 闘ヲ 附ス

3. 特］指定ノモ ノ］針シテ ノ、爾端］螺子、繊 手ノナイ直ｾモ供給ス

21 XI J  



鋼 管 類 製 作 範 園

〔住友仲銅鋼管株式舎量土= 依 ノι 〉

直 径 厚 サ 長 サ
最 大

ロE U3  
名

*  最 小》・最 大 重 量
日ナ ミリ 最 小 最 大

t  1)  ミリ ミ '1 碕

5を 139.7  4.0 12.7 3eOコ i 050 150  

5i 
1365 3.8 12.7 

36∞ 7050 150 

5士 1333 3.8 12.7 35CO 7050 13コ

5苛3吉 129. 5 3.8 12.7 
35∞ 7050 130 

5  127. 0 3.8 12.7 3500 7( 50 130 

4号 120. 7 3.8 12.7  3500 7050 130 

41- 114.3 3.5 12.7 3500 7050 110 

熟 問 仕 上 4士 108.0  • 3.5 12.7 35∞ 7050 110 

4  10 1. 6  3.4 12.7 32CO 7050 90 

縫 目 無 鋼
主局宅

3i 95. 2 3.4 12.7  3COO 7050 80 

3長 88. 9 3.4 12.7  33∞ 7050 80 

船 舶 及 陸 上 用 縦 f子

3士
82. 5 3.1 11. 0  3∞o  7C50 60 

機関ＱＱＡ焔管 Ｒ え過熱ｾ
3  76.2 3.0  11. 0  

30∞ 7050 55  

水 道 及 J L 新 F円 管

2i  
73. 0 3.0 9.5 36∞ i 050 55 

製 氷 機 用 管、支 柱 管

2l  69. 8 3. 0 7.9  35CO  7050  55  

石 油 抗 F目 ケ ー シ y グ

21-
63. 5 3.1 9.5  4αJ O 71∞ 50 

及 チ ユ ー ピ y グ

2i} 60.3  3.1 9.5 4OCO 71( 0 50 

其 他
一

般 }I] 

2士 57. 1 3.1 9.5 4α)()  7150  45 

2t  54.0 3. 1  9.5 4500 73α コ 45  

2  50.8  3. 1  9.5 5000 7800 45 

1t  47. 6 3.2 9.5 5500 800)  45 

lま 44.4 3.2 9.5 58∞ 8500 45 

1.h¥- 42.9 3.2 8. 0 6ぽ)() 8500 42 

1%  41. 3  3.2 8. 0 6500 8500 42 

l告 38. 1 3.2 8.0 65∞ 8500 42 

備 考 ※I' p  ｾ 、最大厚サノトキノ長サノ極度 Ｗ 示シ

後F - Pノ、最小厚サノ トキ ノ長サノ極度 7 示 シ マ ス

XI I  2 2  



日 本 標 準 規 格 第 3 8  競

瓦 斯 管 ノ 寸 法

類 別 G 1 6  

管 ノ 稽 呼
外 径

、返
似 厚 近 似 内 径

接手重量ヲ含kgマ1mサル
lTl ln  mπ3 町、m

メ吋 10.5  2. 0 6.5 0.419 

k  13.8  2.3 92  0.652  

%  17.3  2.3 12.7 0.851 

yz 21. 7  2.8  16.1  1.305 

予4 27.2 2.8  21. 6  1.685 

34.0  3.2  27.6  2. 431 

1){ 42.7 3.5  35.7  3.383 

l Yz 48.6  3.5  41. 6  3.893 

1U' 54.6 3.8  47.0 4.761 

2  60. 5 3.8  52.9  5.313 

2 )1， 76.3  4. 2 67. 9 7.469 

3  89.1 4 2  80.7  8.7ヲ4

3 )1， 10 1. 6  4 2  93.2 10.089  

4  114.3 4.5 105. 3 12. 186 

4Yz 127.0  4.5 118.0  13.595  

5  139.8  4.5 130.8  15.015  

5 )1， 152. 5 5.0 142. 5 18. 188 

6  165.2 5.0 155.2 19. 754 

イ路 考

一 、 日 本 標 準 焼 絡第37由党管 接手 ね ち ュ規 定 セ ル 閥 釧 ね ちヲ 切ル管ノ外符ノ公差ハ 60. 5

m m以ードノモ ノ= 在 リテハ ::t 0.5 mm.  60.5 mmヲ超ユルモノ ュ在 リテハ 土 0.8 mmトス

二. 首IIi競 以 外 ノ哲・ノタH笠ノ公差 ハ 士 1 96 トス 但 ン公 差 ノ; 骨j、他 ハ 土 0. 5m mトス

三 、特 = 指 ji:ス ル場 介 ノ 外科・ハ仕上リノ長 = 於 テ 共 ノ柄欄 ニねぢヲ 切リ 一端 ニ接手管ヲ

ねち 込 ミタル モノトス

四 、 管ノ ｾ ｊ｟ぢニ 勾ｾ ヲ 附セザ ル トキ又ハ接Ｍ 手管 ノね ちユ 勾配ヲ 附 スルトキハ註文ノ ｼ 際之

ヲ指定ス ル モノト ス( 日本標準 規 絡 第37蹴ts-接手ねち 参W¥)

五、ねち ｊｮｾ ン又ハ接乎 ｲＺ Ｇ ［ ｊ ｈｾ シ ノ ｴ ｬ ［ ヲ望 号 ス ルト キ ハ特 ェ 指定 ス ａ モ ノトス

六、 管 ノ;重量 ハ 本 実 ニ示ス重量ヨ リi f ! ! l rキコト 105彩ヲ 超 エサ Jl モ ノト ス

七 、重量欄ノ ;数値 ハ木 表 ニ偶 クル 外 径 及 近似 摩 ノ管・ノ市長1・7 示スモ ノニシテ I cm" ヲ

7.R5f( トシテ 計算 シ 小数知 ｆ 第 ｼ川 ｦ ｬ ｬＮ ヲ ｰｱ 抗 ｾ ｨＮ 入 シ 第 Ｎ ＭＺＺ f丘:. .11 メタIl モ / ト ス

大引 四 年 三 月 汁 七 日 決 定 l 工 業 品 規 格 統 一 調 査 舎 !
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J  E  S  日 本 樗4 準 規 格 第 7 8 競

一 般 用 機 日 無 鋼 管 ノ 寸 法
類 別 G 19 

( 内 f築 基 本 ) 頁 1  

.ijl. W: m m  

内容E 厚

- 寸lUZ  

1. 6  1. 6  2.C  

fiオト笠τ239 3  卜:ョ
1 - 1  

1. 6  1. 8  2.( 
: - r - T 

1:> 2. 2. 2. 2.9  J. 

L O 2. 2. 3 2.61  2.91  J .21 J 51  4. 01 4.51 5.0 

l t 
LO l .t .1. 8  2. L.  2.61  2.91  J. 21 J . 51  4. 01  1' .51 5. 0 

J O I. t  1. 8  2.( 2. 2.61  2.91  3.21 3.51  4.01 4.51 5. 0  

.):> 
2.  2. 2. 61  2.91  J.21 J . 51  1.01 4. 51  5. 01  :>. 

|「 74105  

1.8 2. 2. 2.61  2. 91  J. 2i J .51  4.01 4.51  5. 01  :>.  

1. 8  2. 2.3 2.61  2.91  3.21 3.51  4. 01  4.51  5. 01  b.  

」 ー |。
1. 8  2.  2.3  2.61  2.91  3.21" 3.51  4. 01  4.51  5.01  o. ち6:.Uo  

55 1. 8  2. 2.3  2.612.ヲよ3. 544 . 0 4.5 5.O b  

oQ 
1. 8  2.0  L.  2.6r 2:91"3.21 3.51  4.01  4.51  5. 01  5. S! 6.0  

i -士司王
ｾ ー Ｗ マ Ｕ5  

2. 0  2.3 2.61  2.91  3.21 3.51  4. 01  4.51 5. 01  o.51 6. 0  

2.0 2.  2. 61. 2.91  J 之0 . 511.01 4. 51 5. 01  o.bJ o. O 

2  2. 

民 J

一ι

よ

国b 2.0 2. 

ヲ仁 z  
一_ j _ L ， 

'1:> 2.3 

1¥λJ 

-2A3 B  

7:0 l l Q 

lLO 2 "  

1. ぢ6: Uo  

1. l V 

140 
。ー

1:>0 

-77:.OO BB; .OUVY. D U  

100 

I U 

I . Q o  お10.0 ー ド ー 」 一 、 ー ー ト ←|l o Q  

l ':1U  ':': 01 -8。刃目U1i  守q-o0 1  0  U  i1 |  

LI. λ  

司 ｊ 叫 ｚ 凶 ｦ τ器ｾ誠 ｾ Ｎ ｧｾｾＱ 1二T一 1

LI U 

L.L; . J  

- d2引J Uア ト一一

- 4240改Uプ

- 目8.U0 ヲ.U l U. U- - R14  :o  U  

.01  O.UI  'I .UIIU.UI'L. VI I ".  

L 1U  
J . 44を. 0014. 3bE. 0 5. 。67U0 0. ｲＮＰｅｖＮＮＱ 」 ｄＰ Ｗ 刀ｾ Ｚ 才 ､Ｎｕｯ 月ｲＴご ［ ｏU月o--:U

LOV :3.51  4. 01' s I 5. 0rs. 5)  Ｖ ｾ ｏ ｩ＠ o. 

L 'IO  
'1-:0[4.51  5，01  5.5 ーbら刃.UI  b.  

8.01  9.OJ 10.0，]2.011耳J.)。広.ひU  

品λJ 4.01 4.5 、5. 01:>.:>1  o.ul  b.  8. 01  9.0，10. Oj ｉｚｏｊ ｔＴＮ Ｐ ｊｬ ￳ＮＰ ｛ｬ ￶ｾ＠
J 20 1. C  4. 5 5.0  0.5 o. O  6. 5 7.0  日.0 9.C ，1O. o， IL. U 

1K4.C C  Tlb6刀.0 

lo.  

J 40 4.5  5. 0 o.  o. O o.5 7. 出. ヲ.

関説

川1f.O

J oo 4.5  5. 0 :>. b.1 o. 1.  O.  ザ. 日 ｾ ｃ H，:O [18.0 20.  

J 国U ニ3

お山: ;
。ι Uu  

b.  /  8.C 9工 日: c 16.C [18.C  

民34α コ 6.5  7.( 8.C ':I .C  14.  11o.  08.  

420 b  o.C 6.5 7.( 目. ':1.  10 ｬ ど ｾ Ｎ 14.  l b 'Ilo. ILQ.O [22.C 

44C :>. 。
o. 1.  り. '1.  IU.  [12. C 

l語翻吾

ロO. 122. 

41:正 b .  b .  7.0 日.C 1.C IIO.C 112.C 0120.  122.0 4. 0 

480 o.C  6.5 7. 0  8.C 9. IL.  14.0，lo  iJI o.、|衣 . δJ 221 官ヰ: 0

5∞ 7.01  8. 仁 9.01 10. 仁'112.01刈f 5 1 l [ T l I C 問問問酢 目

L一 一l

備考 本表ハ日本棋準規絡第 ! 8放一般用機目処鋼管ノ桜i $ 寸法ヲ示ス

昭和 三年千月十入日決定 ! 工 業 品 規 格 統 一 調 査 舎 |
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J  E  5  日 本 j票 準 規 格 第 7  8  競

ー

一 般 用 能 目 無 鋼 管 ノ 寸 法
類 別 G 19 

f 外 経 基 本 j 頁 1  

思 位 m m

外鐙
厚

!o  2  2  2  2  3  

2  2  

J Z£ 正

2  

一-一J 2l立E5 l  

1. 6  1. 8  2. 0 
-Z  2A 

2今9 3  

」 フ 2.6 2.9  3.  3. 5  4.0  4.5  5.C 

71 フ フ フ 3  3.5 4  4.5  5. 0  

改】 2  コ 2  3.5 4. 4.5 5.0  

35 2.0  2  2.6  2.9  3.2 3.5  4. 0  4.5 5. 0 5. 5 6. 0  

40 フ フ フ フ 九 3. 4  4.5 5. 5. 5 6. 0  

45 コ フ フ フ 3  4  4.5 5. Ｕ Ｎ ｾ＠ 6. 

50 フ 21 3.5  4. 4. 5 5. 5. 5 6. 0  

55 2  2 6  2.9  3.  3  4よ 4.5 5ょ 5.5  6  

60 フ フ フ ヨ 3  4  ＴＮｾ＠ 5. 5.5 6. 0 

65 フ フ 3  3  4  4.5 5.  5.5  6.0  6.5 

70 コ ｾ Ｓ＠ 3  4  4.5 5. 5.5  も. 6' 5 

7;; フ フ

J1  ， 

3  4  4  5.. 5  6  6.5  

依】 フ 3.5 4会t 4.5 5  5. 6 .  6.5  

85 
フq 3  3.5  4.0 4  5  5.5  6  6.5 

90 2 '1 3  3.5 4. C  
4  5  5  6  6.5 

9;; 1 【 3  4  4  5. 0 5  6  6.5  7目

lCわ 1  3:5  4 C 4.5 5. 0 5.5 6. C 6守 7. 0 

l l O 3  3. 5  4. C 4.5 5.C 5.5 6.C 6.5 7.0  

1方 、 4  4  5  5  6  6  7  自

130 4  4; ;  5. C  5.5 6.C 6.5 7. 8  

140 3  4  4  5  

豆5、.長5  

6.  6.5 7. 8  

150 3; ;  4.C  4.5 5.C  6.C  6.5  7.0 8.0 9. 0 

1釦 3.5 4.C  4.5 5. oL 5， 6_c  6. 5 7. .0 8.0  9.0  

170 4  4  5  5  6  6. 5 I.n'  j l .O  9.C 

180 4  4  5  5  b  6.5 7. 0  8. 9  10.  

190 4 C  4.5  5. 0  5. 6. 016.5 7. 0  8.0  9.0  10. 0  

200 
4  5  5  6 0  6.5  7. 0  

E  8 C  t  

9. 0 10. 0  

2 10  
4  5  5  6. 0 6  

7目。
9.0  10.0 12 

220 4 5  5  5  6.0  6. 51  7.01  8  9  10.0 

2ま1 5.0  5.5  6.0  6.517. 0 8.C  9.0  10.0 112.0 

240 
5  E  6 0  ι 5  7  8.C  9.α j_Q.! ‘ 2.a  四 α

250 
5  5  6 0  6.5  7  

E 働

9 つ' 10 12  14 

260 5.5  6. 0 6. 5 7.  8. 0 9.0 1  

'122u4  E  パ1444-Cc  

270 5.5 6.0 6. 5 7.0 18 守. 010. 0 16. 0 

280 5.5， 6. 0 6.5  7. 0  8.C  9. 0110. 0112.0  114.0  16.0 

290 i  6. 0 6.5 7.0 8.C 9.円 lo. ol 12.0114.0 16.0  

3 m  6. ，;  6.5 7  E  9.0'  10.01  12.1 14 16 18 

320 6  h  81'  9，0/ 10. 0'12.1 14.0 116，口118工

34Q 6. 5  7.0 8.0  
。円，10 (¥ 1フ 14 16 oi! 8  

九ι n (， 7  R 円 9，0斗♀. Dl l . 2 14 0116  18  20口

380 
ι  7  

aB Ani qDn 比l丘f1a0  

14  16.0  !18.C  20. 0  

400  
r_r， 

12.r  14.r. 116. 口118工20.0  

420 7.0  8.019.0  10.0  12.C  14.C  16.口118 
方可 l 1::>/ () 

440 7.C 8. 0， 9. 0 10.C 
lフ 14  1ι 8  

万可 l じ7.70

4 6 0  8 0  '1 0  10 17 14016 18  20 
フフ

480 8.01 '1 0  10 I ? I'  14. 0， 16.0 :18.  
討、 l |刀 フ4

5∞ I  8. 0i  9. 0110.01 12.01 ＱＴＮｾ＠ 1  6叩8.Cお 口2. Q24. ct16心

イ絡考 本表 ｾ ｾ ｡ 本標準規十件 Ｗｩ 百 Ｑ Ｘ［Ｑ 此 一 般閉彼自無鋼管ノ ［ 標準寸法 ヲ 示 ス

附 満I 三 年 十 月 ーl 八日決定 | 工 業 品 規 格 統 一 調 査 舎 l
ｾ＠
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鍛 接 克 j肝 平;ニ
( 日本}i ;j I f f 株式合 jji_f : =依ノι 〉

lIX  丞( 約〉

平ilf H予 外 iifi ねぢ山幸主

綴手1 ! ¥t シ 綴 手 同I

( nj )  粍 砲/ 米 Ii:fJ 1択 活 / 米 | 活 / 吹 l 毎 ロナ

宅島 -1 
13. 8 .652  . I Q9 . 661 .202 19  

"  丸

17.3  .851 .259  862 .262 19  

s  ι  
2 1. 7  1. 305 .398 1. 325  .404  14  

?‘ 司 27.2  1. 685 .514  1. 715 .523  14 

34. 0 2. 431  .741 2.56 .78 11 

l士 42.7 3. 333  1. 031 3. 47 ト06 11  

持 ｬ τ ｾ Ｍ 48.6  3.893 1. 187 4.10  1. 2う 11  

養 l号 54. 6 4. 761 1.451 4.92  1. 50  11 

後 2
60.5 5313 1.619 5 49  1. 67 11 

本製品一本ノ長サノ、普通 4.5 乃ヨミ 5.5 m ノ需L尺トス

継 目 無 克 3町 管 〈日本鋼管株式合枇= 依ノι 〉

Ｑｊｾ＠ 量 〔約〉

有事
呼 | 外

ねぢ山数

持 選 手 無 シ 機 手 m 

(ロナ〉 粍 砥 /米 R工:/11R. 砥/ 米 }白/ 吹
脅' 一ーすさ 日ナ

34.0  2.431 .741 2.56  .7a  11 

! 上 42. 7 3.383 1. 031  3.47  1. 06  11 

48. 6 3. 893 1. 187 4. 10  1. 25 11 

12 54. 6 4. 761 1.451 4. 92  1. 5Cl 11 

2  60. 5 5. 313 1. 619 5.49  1. 67 11 

2.' .. 76.3  7.469 2. 276 7.i 5 2.36 11 

3  89. 1 8.794 2.680 9. 10  2.79 11 

31 101. 6  10. 089 3. 075 10.58 3.23  11 

4  114. 3 12. 186 3.714 12.89 3. 90 11 

4を 127.0  13. 595 4. 144 14.28 4. 35 11 

5  139.8  15. 015 4. 576  15.91 4.85  11 

Ｕｾ＠ .. 152.5 18. 188  5. 543  19. 29 5. 88 11 

6  165. 2 19. 754 6. 021 2 1. 04 6.4 1  11 

本製品一本ノ長サノ、普通 4.5 乃 奈 5.5 米突ノ乱尺 トス
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一 般 用 縫 目 無 鋼 管 ( 外径基本) ( 日本銅管株式合従 =依ノレ 〕

外 径 肉 厚 : & 五E 外 宅E 肉 厚 重 1邑

粍 粍 活/米 活/ 吠 キE 粍 活/ 米 M:. I吹

10  1. 6  332 .101 35 3.5 2. 723 . 829 

10  1. 8  . 365 .111 35 4. 0 3.063 .932 

10 2. 0 . 395 120 35 4.5  3.390 1. 032 

10  2. 3 437 . 133 35 5.0  3.705 1. 128 

10 2. 6 .475 145 35 5.5  4.008 1.220 

10 2.9  . 50ヲ .155 35 6. 0 4. 298 1. 308 

10 3.2 .537 . 164 

40 2. 0 1. 877 . 572 

12  1. 6  .411 .125  40 2.3  2. 142 .652 

12 1. 8  .453 . 138 40 2.6  2.402 .731 

12  2. 0 .494 .1 50 40 2. 9 2. 657 . 809 

12  2.3 .551 . 168 40 3. 2 2. 909 . 886 

12 2. 6 .604 .184 40 3. 5 3.155 .961 

12  2.9 .652 . 198 40  4.0  3. 557 1. 083 

12 3.2 696 .212 40  4.5  3. 946 1. 201 

.530 

40 5. 0 4. 323 1. 316 

15 1. 6  . 161  

40 5.5 4.687 1.427 

15 1. 8  . 587 179 
40 6. 0 5. 039 1. 534 

15 2.0  . 642 . 196 

15 2. 3 721  
ー220 45 2. 0 2.124 647 

15 2.6  796 . 242 45 2. 3 2.426 . 739 

15 2.9 .867 . 264 45 2. 6 2. 723 829 

15 3.2 933 .284  45 2. 9 3. 016 .918  

45 3.2 3. 304 1. 006 

20 1. 6  .727  .221 
45 3.5 3. 588 1. 092 

20  1. 8  .809 .216 
45  4.0  4. 051 1. 233  

20 2. 0 889 . 271  
45  4.5 4. 502 1.371 

20 2. 3 1. 006 .306 
45 5.0  4. 940 1. 501  

20 2 6  1.1 17 .340 
45 5.5  5366 1. 634 

20 2. 9 1. 226  . 373 
45 6.0  5.780 1. 7eO 

20 3. 2 1. 328 .4C4  

20  3.5  1. 426  . 434 50 2.3  2. 710 . 825 

20 4.0  1. 581  .481 50 2. 6 3. 044 . 927 

20 4.5 1. 723  5J  2. 9 3.374 1. 027 

20 5.0 1. 853  .564 50 3. 2 3. 599  1. 126 

1. 031 

50 3.5 4.020 I  1. 224 

25 1. 8  
50 4. 0 4. 545 1. 384 

25  2. 0 1. 136  . 346 
50 4. 5 5057 1. 540 

25  2. 3 1.290 .393 
50  5. 0  5558  1. 692 

25  2. 6 1. 439 .439  
5ο 5. 5 6. 045 1. 841 

25  2. 9 1. 584 .482  
50 6.0  6. 521  1. 985 

25 3.2 1. 723 .525 

25  3.5 1.859 .566  55 2 3  2.994 .91 1  

25 4. 0 2. 075  .632 55 2.6  3. 365 1. 024 

25 4.5 2.279 .694 55 2.9  3，732 1. 136 

25 5. 0 2.470 . 752 55 3. 2 4. 094 1. 247 

55 3. 5 4.452 1. 355 

30 1. 8  1. 254 . 382 55 4. 0 5. 039 1. 534  

30  2. 0 1. 383 
55 4.5 5.613  1. 70ヲ

30 2.3  1. 574 479 55 5. 0 6.175  1. 880 

30 2. 6 1. 760 .536 
55 5.5  6.725 2. 047 

30 2 9  1. 941 .591  
55 6. 0 7. 262 2. 211 

30 3.2 2.118 .645  

3J  3.5  2. 291 .697 
60 2. 3 3. 278 . 998 

30 4 0  2. 569 . 782 60 2. 6 3. 686 1. 122 

30  4.5 2. 834 . 863 60 2. 9  4. 0) 0 1. 245 

30 5.0  3.087 . 940 60 3.2  4.489 1. 367 

60 3.5 4.884 1. 487 

35 2. 0 1.630 .496 60 4. 0 5. 533 1.684 

35 2. 3 ト858 . 566 60 4.5  6. 169 1. 878 

35  2. 6 2. 081 .633 6J  5. 0  6. 793 2. 068 

35 2.9  2. 299 
.7'∞ 60 5.5  7.404 2.254  

35 3.2 2. 513 .765  60 6. 0 8目∞3 2.436 
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タト f E ｉ ｾ ｉ＠ 厚 王E 量 外 筏 J7. 1  厚 重 世

一 一 一

粍 粍 妊/米 liJ:. 1沢l  粍 ls ほ/米 砥 Ｏ ｉｊｾ

65 2.6  4. 007 1. 220 95 5.0  11. 115  3.384 

65  2. 9 4.448  1. 356 95 5.5 12.159 3.702  

65 3.2  4. 885 1.487 95 6. 0  13.190 4. 016 

丘5 3 5  5.31 7  1. 619 95 6.5  14.209 4. 326 

65 4. 0 6. 027 1.835  95 7. 0 15.215  4.632 

65 4.5  6.72)  2.047 

65 5 0  7.4 iO  2. 260 

1( 0  3. 2 7.65 1  

65 5.5 R. 083 
100  3.5 8.342 2510  

2.461 

65 6.0  8. 744  2.662 
100 4. 0  9.485 2.888 

65 6. 5  9.392  2859 
100  4.5  10. 615 3.232 

1CO  5.0  3. 572 

70 2 6  4.328  2.318  100 5.5 12. 833 3.90ヲ

70 2.9 4. 8C6 1. 463  100 6.0  13.93 1  4.24 1  

70 3.2 5. 280  1. 607 100 6.5 15. 001  4. 570  

70 3.5  5.749 1. 750  100  7.0  16. 030 

70  4. 0 6.521 1. 985 

70 4.5  7.280 2.217 
110  3. 2  8.441 ｾ Ｎ ｾｾ ｾ＠ i  

70 5.0 8. 028 2.444 
110  3. 5  9. 207 2.803 

70 5.5  8. 762 2. 668 
110 4.0 10. 473 3.183 

70 6. 0 Ｙ 目 Ｘ ｾ Ｖ 2.888 
110 4.5  11. 726 3. 570 

70 6.5 10. 195 3. 104 
110 5. 0 12 968 |  3. 948 

110  5.5  14.1守6 4. 322 

75  2.6  4.650 1. 416  110 6. 0 15.4 13  4.692 

75  2. 9  5.165 1. 572 110  6.5 16. 6 17  5. 059 

75  3. 2 5.675  1. 728 110 7.0  17. 809 5. 422 

75  3.5  6.18 1  1. 882 

75 4.0  7.0 1'i 1.136 
120 3.5 10.071 3. 066 

75  4. 5  7. 836 2.386 
12つ 4. 0 11.461 3.489 

75  5.0  8. 645 2. 632 
120  4. 5 12.838 3. 909 

75  5.5 9. 442 2.875 
12 0  5.0  14. 2J 3 4. 324 

75  6. 0 10. 226 3. 113  
120 5.5  15. 555 4.736 

75 6.5 10. 998 3.348  
120 6.0  16.895  5.144 

120 6 5  18.222  5. 548 

80 2.9 5. 523 1.68 1  120 7.0  19. ，，3R 5.948 

80 3. 2  6.つ70 1.848 120  8. 0 22.131 6. 738 

80 3.5 6. 613  2. 013  

80 4.0  7. 509  2.286 
130  3.5 10. 935  3. 329 

L O 4. 5  8.392 2.555  
130 4.0 12，449 3.790 

80 5.0  9. 263 2. 820 
130 4.5  13. 949 4. 247 

80  5.5  10.121 3. 08 1  
130 5. 0 15A3 8  4 7∞ 

80 6. 0 1096"/ 3.339 
130  5.5 16.9 13  5.  i49  

80 6.5 11 .8CO  3. 593  
130 6. 0  18.377 5. 595 

130 6.5 19.828  6.037 

85  2.9  5. E81 1. 790 130 7.0 2 1. 267 6.475 

85 3.2  6.465 1. 968  130 8.0  24. 197  7.34つ

85 3.5 7.046 2.145  

85  4. 0 8.003 2 .436 
140 3 5  11. 800 3.593 

85  4.5  8.948  2.724 
140 4. 0 13.437 4. 091  

8S 5. 0  9.880 3.∞3  

140  4.5 15.061 4.535  

85 5 5  10. 8∞ 3.288 
140 5.0  16. 673 5. 076 

85 6 0  11. 708 3. 564 
140 5 5  18.272  5.563 

85  6.5  12. 603 3. 837 
140 6.0 19. 859 6. C46 

Ｑ ｾＰ＠ 6.5  2 1. 433 6. 526 

90 2.9 6. 239 1.899 14J  7. 0 22. 996 7. 001 

9J  3.2  6. 861  2.089 140 8. 0 26. 083 7.941  

90 3 5  7.478 2.277 

90 4.つ 8.49"7 2. 587 
150 3.5  12. 665 3. 856  

叩 4.5  9.503 2. 893 
150  4 0  14. 425 4.392 

りコ 5. 0  10.498  3. 196 
150 4.5 16. 172 4. 924  

90 5.5  11. 479 3.495 
150  5.0 17. 90ヨ 5 .452 

90 6. 0 12.449  3. 790 
150 5.5 19. 630 5. 977 

90 6. 5 13. 406 4. 08 1  
150  6. 0 21. 341 6.497 

150  6. 5 23. 039 7.0 14  

95 3.2  7.256 2.209 150 7.0  24. 725 7523  

95 3.5 7.910  2.408 150 8. 0 28.059  8. 543 

95 4. 0 8.99 1  2.737 150 9.0  31. 344 9. 543 

95 4.5 10.059 3. 063 
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一 般 用 機 目 無 鋼 管 ( 内径基本)
〈日本鋼管株式含量土= 依ル〉

内 f笠| 肉 厚 主 f孟 | 内 fE  肉 厚 重 量

粍 粍 活/ 米 砥!J})(_ 粍 粍 砥/ 米 泊/ IJR.

10 1. 6  .458 . 140 40 2.3 2 403  732 

10  1. 8  .525  . 160 4つ 2.6 2 736 .833  

10 2.0 .593 .180  40  2.9  3.073 . 935 

10  2.3  .699 .213  40 3. 2 3.415 1.039 

10  2. 6 .814 . 246 40 3.5 3. 761 1. 145 

10  2 9  924  . 281 40 4.0 4. 347 1. 323 

10 3，2  1. 043 .3 18  40  4.5 4946 1.506 

40 5.0  5.558 1. 692 

12 1. 6  .537 .164 
40  5.5  6. 181 1. 882 

12 1. 8  . 614 . 187 

12 2.0  .6ヲ2 .210  45 1. 8  2.081  .633 

12 2.3  .812  .247 45 2.0 2.322 
.707  

12 2. 6 .938 . 285 45  2.3  
2. 687 

.818  

12 2. 9 1. 067 .325 45 2.6  
3. 057 

.931 

12 3. 2 1. 201 .36岳 45 2. 9 
3.431  

1，045 

45 3 之 3.810  
1. 160 

15  1. 6  . 656 . 200 
45 3.5 4. 193 

1. 276 

15 1. 8  747 227 
45 4. 0 

4. 841 
1.474 

15 2. 0 .840 . 256 
45 4.5  5. 502  

1. 675 

15 2.3  .983 .299 
45 5. 0 6.175  

1. 880 

15 2. 6 1.130  .344  
45 5. 5 6. 860 

2. 089 

15 2. 9 1. 282  .390 

15  3. 2  1.439  438 50 1. 8  2. 303 .701 

50  2.0  2.569 . 782 

20  1. 6  .854 .2oO 

5コ 2. 3 2. 971  904 

20 1. 8  . 969 .2ヲ5
50  2. 6 3.378 1. 028 

20 2. 0 1. 087 . 331 
50  3. 9 3.789  1.154 

20 2 3  1. 267 386 
50 3.2  4. 205 1.280 

20 2 6  1. 451 .442 
50  3.5  4.625  1.408 

20  2.9  1.64 )  .499  
50  4.0 5. 335  1. 624 

20 3.2 1. 834  . 539 
5コ 4.5 6.C58 1. 844 

20 3.5 2.032 . 618 
50 5. 0 6. 793  2. 068  

20 4.0  2.371 .722 
5)  5. 5 2. 295 .  

7. 540  

20  4.5 2.723  . 829 
5)  6.0  

8.299 
2泣 7

20 5. 0 3. 038 . 940 

55  1. 8  2. 525 .769  

25  1. 6  1. 03 1  .320  
55 2. 0 2. 816 . 857 

25 1. 8  1. 192  . 363 
55 2.J  3.255 .991  

25 2. 0 1.334  . 406 
55 2. 6 3. 699 Ａ Ｎｬｾｾ＠ I  25 2. 3 1. 55 1  . 472 
55 2. 9 4. 147 1263 |  

25 2. 6 1. 772  .540 
55 3.2 

4. 6∞ 1. 4∞ 
25 2.9  1. 9ヲ8 .ら08

55 3.5  5. 067 1. 540 

25 3.2  2.229  .679 
55 4.0 5.829  1. 775 

25 3.5 2.461  750 
55 4.5  6.613  2. 013 I  

25 4. 0 2.865  . 872 
55 5.0  7.410 2. 256 

25 4.5  3. 279  . 998 
55 5.5 8. 219 ｾＮｾｾｾ＠ I  

25 5.0 3. 705 1. 128 
55 6 0  9目040 2. 752 

3)  1. 6  1. 247 .380 60 1. 8  2. 748 . 837 

30 1. 8  1. 414 .430 6つ 2.0  3.063  . 932 

30  2. 0 1. 58 1  . 481 60  2.3 3.539  1. 078 

3)  2.3  1.835  . 559 60 2.6 4. 020  1. 224 

30 2. 6 2.0ヲ4 .637 60 2.9 4.506 

30 2.9  2.357 .7 17 60  3.2  4. 995 1. 521 

30 3.2 2.624 799  
6つ 3.5 5. 490 1.671 

30 3.5 2. 8% . 882 60 4. 0 6. 323 1. 925 

30 4. 0 3.357 1. 023 60 4.5  7. 169 2. 183 

30 4.5 3.835  1.167  60 5. 0 8.028  2.444 

30 5. 0 4. 323 1. 316 60 5.5  8. 898 2.709 

60 6.0 9.78 1  2. 978 

35 1. 8  1・636 .498 

35 2. 0 1.828  . 556 65 2. 0  3. 310 1. 008  

35 2. 3 2.119  . 645 65 2. 3 3. 823 1.164 

35 2. 6 2.415 .735 65 2. 6 4.341  1. 322 

35 2. 9 2.715  .826 65 2.9 4.864 1. 48 1  

35 3.2  3. 019 . 919 65 3.2  5.391  1. 641 

35 3.5  3.328  1. 013 65 3. 5 5.922 1. 8コ3

35 4. 0 3.853 1. 173 o5 4. 0 6. 817 /. .075  

35 4.5  4. 390 1. 337 65 4.5 7. 725 2. 352 

35 5. 0 4. 940 1. 504 65 5. 0 8.645  2. 632 

35 5.5  5. 502  1. 675  65 5.5 9. 577 2. 916  

65  6.0 10. 522 3. 203 

40 1. 8  1. 858 . 565 

4つ 2. 0 2.075 .632  70 2. 0 3.557  1.083 
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内
径 一

肉 厚 Ａｦ ｾ＠ 意 内 径 t長! 厚 重 最

粍 粍 む/ 米 | 町収 粍 粍 砥/米 I  li1/lJJ 

70 2. 3 4. 107 1.250  10J  3. 2 8. 157 

70 2.6  4.6ら2 1. 419  100 3.5 8. 948 2. 724 

70 2. 9 5.222  1. 590 100 4. 0 10.275 3.128 

70  3.2 5.786 1. 761 100 4. 5 11. 615 3.536  

70 3.5 6.354 1. 934 10J  5.0 12.967 3. 648 

70 4 0  7.31イ 2. 226 100 5.5  14.332 4. 363  

70 4.5 8.281 2. 521 1( 0 6.0  15. 709 4.783  

70  5. 0 9. 263 2. 820 100 6.5  17.0"19  5. 206 

70  5.5 10.257 3.123 
1∞ 7.0  18.500 5. 632  

70  6. 0  11. 263  3.429 

110  2.3  6. 380  1. 942 

75 2. 0 3.804  1.158 110 2.6 7.23 1  2. 20 1  

75 2.3 4. 391 1.337 110 2.9  8. 087  2.462 

75 2. 6 4.983  1. 517 110  3.2  8.947  2 .724  

75 2.9 5.580  1. 69ヲ 110  3.5 9.812  2.987 

75  3.2 6.181 1.882 110  4. 0 11. 267  3. 429 

75 3.5 凸786 2. 066  110 4. 5 12.727 Ｓ Ｎ Ｘ Ｗｾ＠

75 4.0 7.805  2.376  110 5.0 14. 203  4.324 

75  4.5 8. 836  2.690 110  5.5  15.691  4. 777 

75 5. 0 9.880  3.008  110  6.0  17. 191 5.234  

75 5.5  10.936  3. 32ら 110  6.5 18. 7C4 5. 695  

75 6. 0 12.004 3.655 110 7. 0 20.229  6.160  

80  2. 0  4.051 1233 120  2. 3 6.948  2.1 15 

80 2.3  1.423 120 2. 6 7. 873  2. 397 

80  2.6  5.305  I  1. 615 120  2. 9  8.803  2.680 

80 2.9  5. 638  1  1. 808 120  3.2 9. 738  2.965  

80 3.2 6.576  2. 002 120  3.5 10.677 3.25Cl 

80 3.5  7. 29 1  2.198 120  4. 0 12.25 1  3.i 30 

80 4. 0  8.299 2.527  120 4.5 13.838  4.213  

80  4. 5  
9 m l  

2. 859  120  5. 0  15.437  4 700 

80  5. 0  10.497  3.196  120  5.5  17.049  5.19 1  

80  5. 5  11. 615  3.536  120  正O 18.673  5. 685  

8コ 6. 0 12. 745 .  3. 880  120 6.5  20.30)  6. 183  

eo  6. 5 13. 887 4.228 120 7.0  21. 958  6. 685 

85 

120 8. 0 25. 293  7.700 

2.0  4. 298 

85 2. 3 Ｔ Ｎ Ｙ ｾ Ｐ＠ 1. 510  130 2. 6 8.516 2.592  

85 2.6  5.626  1. 713 13J  2.9  9.520  2.898  

85 2.9  1. 917 130 3.2 10.528  3.205  

85 3.2  6. 971 2.122 130  3. 5  11. 541 3.514  

85  3. 5  130  4. 0 13.239  4. 03 1  

85 4.0 8.793  2.677 :  130  4.5 14. 950 4. 55 1  

85 4.5 3. 029 :  130  5. 0 16. 673  5. 076 

85 5. 0 11.1 15 3. 384 130  5. 5 18.408  5. ω4 

85 5.5 12.294 3.743 13)  6.0  20. 155 6.136  

85 6. 0 13.486 4. 10)  130 6. 5 2 1. 915  6. 672 

85 6. 5 14. 690  4.472 130 7. 0  23. 697 7.2 12  

90 2.3 5. 244  1.596 

130 8.0  27.269 8. 302  

<;0 2. 6 5.947 1. 810 14Cl 2.6  9. 158 2.788  

90 2.9 6. 654 2. 026  140  2. 9 10.236  3.116  

90 3.2  7.367 2. 243 14つ 3.2  11. 319 3.446 

90 3.5 8.083  2.461  140 3. 5 12.406'  3.777 

90 4. 0 9.287 2.827 140 4. 0  14.227  4.33 1  

90 4.5  Ｑ Ｐ Ｎ ＵＰｾ＠ 3. 198 140  4.5 16. 061 4. 890 

90 5. 0 11. 732 3.572 140  5. 0  17. 907  5.452 

90 5.5 12.974 3.950  140 5. 5 19. 766 6 0 18  

90 6.0  14.227  4.331  14J  6υ 2 1. 367 6.583  

90 6. 5  15. 493  4. 717  140  6.5 23'52 1  7. 16 1  

93 2.3  5. 528  1.683  

140  7. 0  25.416 7.738  

140 8.0 29.245 8. 903  

95 2. 6 6. 268  1. 90ヲ

95 2. 9 7.012  2. 135 15つ 2.6  9.800  2. 984  

95  3. 2 7. 762  2. 363 150 2. 9 10.952 3.334  

95 3.5 8.515 2. 592 15つ 3.2 12.10ヲ 3. 687 

93 4.0 9. 781 2.978  150  3.5 13.270 4. 040 

95 4.5 11. 059 3.367  150 4.0  15.215 4. 632  

95 5. 0 12.350  3. 760  150 4.5 17. 173 5.228  

95 5.5 13. 653  4.157 150 5. 0 19. 142 5. 828 

ヲ5 6.0  14. 968 4. 557 150  5.5  21・125 6.431  

95 6. 5  16. 296 4.96 1  150 6.0  23.11ヲ 7. 039  

95 7. 0  17. 636 5. 369 150 6.5  25.126  7.6: 0 

100  2. 3 5.812  1. 769 

150  7. 0 27.145 8. 364 

150 8.0  3 1. 221  9. 505 

100  2. 6 6. 589 2. 006 
150 9. 0 35. 346 10.76 1  

1∞ 2.9  7. 37 1  2. 244 
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一般建築工事施工上必要なる設備の研究

設 備 委 員 合

設備委員曾に於て決議 したる研究項目

昭和 8 年 1 月、委員合主児科第三僚により我 k は建築工事各柿附帯設備 に劃する施工方法

と共経済化に就き研究を進むることとし大開左の虫f J き順序により調子U>:>始んとすO

1. 一般建築工事施工上に必要なる設備の研究

イ、 地下室を設〈る場合の坊r¥方其他工事設備

口、リ ベツチング . ミキサ ー共他工事 上の騒芳防止.に閲する設備

以上二項を第一次に研究すること

ハ、デレツキ共他機峨設備

ニ、一般の附帯設備施工」二に闘し現場に於て特に役立す べ き要貼等

以上二項を第二次 に研究すること

2 .  建築物附帯設備の研究

イ、 電 殿、電力、通信設備

口、援冷房換策設備

ハ. 給水、給湯設備

ニ、衛生工事

以上山項を215一次に研究すること

ホ、消火、防火設備

へ、ヱレ ベータ { 、ヱスカレ ー グ { 設備

ト 、 各脆シユート、ｾ挟焼却総等の設備

以上三1]1ｾ第 二次 に研 究 すること

1-: 詑調術研究に就て は委員舎を川 月二三間開催し委員 に於て大侃1調夜1 i f I 究を計り更に叉

専門的委員を蝿託し共意見により大憾の結論に主主する様しに しO

i，¥) 共結果ーは合誌又はパン フレツトにより殻表するも の とす O

地下室を設〈る携合の掘方其他工事設備

掘方に劃する設備 と併す るも共地質、隣家関係及地下室の深さによれ各腕臨機的の考

慮を要する事勿論なり c 放に一蹴に此< /.，. . r. ( と定め難き により普通最も多き場合即 ち
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大阪市中央部大積粘土及砂交り地層常のJ t ' 1 ; 1: て隣家1: 符接し地下室 1 附のものと 2 階U、上の

水位、地線下ヒ ・八). c1ft. ｖＮＯｗｾ ， ｟＠ '- ｷ Ｂｴｾ ， ｜Ｍ

ものとに標準を置き研究せ り。

地 下 一 階 の 場 合

矢板 木製矢板を打殺しにするを以て良き方法とす 、イH親杭腹起等は成るベ 〈取除 〈ま

の t す。

親坑はレ ーJ しを 用ひ之に腹起を仕令す事打込方は 二本子を使用し分銅の孫下によるも

の とす。

者11令 により鎖矢板を使用する事は打込方が非常にら〈にて: i : i ' JJi も之を抜取る場合( 銑

矢板を打殺になせば最も宜J肢も不経桝なるを以て) は隣家に t員守々及す事多し。

運搬車昇降機 木'rJ・叉は鎖骨を以てキ1] 立て電!動ウヰンチにて土の運搬車をt! 誕せ?こ る事件を

上下せしむる様設備するを良法とす c

掘 方 押: 方 lま手掘とし運搬車に積込み敷地外に搬出するを普通とす D

河岸遠き場合 lまトラック馬車等によりて運搬し河岸近事場令は手挽小寧にて蓮ぶを最も

便利 とす口

水替ポンプ 常水位以下に相方をするに従ひ又は降雨の場合に完全なる 7k替設備を要す 、

此場令は大韓一般に電働用セントフユ ーガルポンプを使用するを便利 とすっ

fr¥J掘方完了後制定凝土下の7k
5俸を要するを以て此ポンフ

e

の据付は最初より工事に義文

なき誼蛍の場所を選定して此底に根
-WJ J i : より相首の深さある井戸を浩 り置〈司王 、且叉根

切底油蛍の牝置に排水泌を設り之より iiJ.i7k ｾｾｻＺｾ ｉ 二戸 に導〈様設備する事共排水市は普通

割栗訪になすも時には土管f ｉｾ 込叉は 共 他の方法により排水路を閉鶏せしめざる方法ｾと

る事。

支保ヱ l出起の枕置は普通地税より三川パ下りにる彪に支*Ilみ之 に針 し更 に縦横に木材の

大角物をキ11介せて互に突破る事、共位置は普通は柱の Ij l 問に於てするものなるも勿論現

場の者11令 に より I収拾考慮を要す 、1M地下 1 附の場合は大関- @りの支保工にて下方はタミ

桜棋入の深さの力 による べ きものとす D
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右 の 縦依 ｬ こ 突張り ｦ こる切 ｴ 誌の支柱 ｬ 立木杭を打込みて支へ十分に方る ｴ を仕込み柿燃のｾに

主主形を? 防ぐも の とす。

腹起切梁及支杭は木材ｾ佼 ｭ する事が最も経情的なり 。

前記水平切梁は共上にて各種作業をなし又は足場として便利な るも敷地の閥係叉は工事

の都合により封向の水平切梁を使用せ す¥敷地内油営の i立世に杭打をなし之より 45 度

以内の切梁を以て腹起を突張る方法は前者 lこ比し経済的なり 。

隣家養生 相方に際 し; 肢も背痛を感令るは隣家主主生な 90



千ｾｪｪｊ隣家の柱及 ニ ｌＭ｟ 吾Ｚが完全なる場合は Ｑ 階の床下及 Ｒ 附のＡ示のふ ところに営る 底に ｩ 盛 ｪ 営

なる大胴木を柱にボ ールト締めとなし、l 1 ，H白訟 の筋j主会入れ此胴木を矢板の頭梁木 i二よ

り治営なる束にて突張て受方{ t ' なし置き地中工事完了後に隣家の必礎を復芭又は新設し

て此支保工を取去り更に隣家の一般修理をなすものとす。

近来 lま矢阪外に井戸地形を夕方面し此頭部に前記受 1j を? なして好結果を得ること多し 此 方

法は隣家の基礎を調へ ｭ 凝土迭の布地形等にして相営の基礎なることを長 ＱＱＮｾ 場合には共

下方へ直接に、然らさ' れば前記の釘I < 床ー下に胴木をイ寸け強制搾の土主主及柱組織等主? なし

て丈夫になし置 き其下方に間隔約 2 問( U : の位置により考慮を要す) に益井戸を銅り新

工事の根切底より二 、 三尺下のｾ まで掘り下りＮｾ，ｪ，Ｚ庭より ｉ 尺角乃至 ｬ 尺 5 寸角 の混凝土

仮枠を建て共中に混ｾ土を打込み以て直後 ι 隣家の基礎又はニＺＱＺＺ蓋を支持するものものとす

隣家と掘方との距離 矢板外商と建物壁外商との間隅は大韓 l 尺 5 寸f立必要とす ( 最小 限

I  尺 2 寸 5 分なり〉故に「度敷地ーばし 、に 矢阪を打 てば建物は民法上規定の I )ミ 5 寸を

ｾｦｩ さ事 に なるも隣 地と協 定して怨物を敷地ーぱい に建てんとするならば 少〈も隣家の監

耐と ｏ ｟ｾ ｬＧｬＺｉＱに Ｑ 尺 Ｕ 寸 の 間隔がめらさＧれば地工同来ぬ事に ｦ こる 、 向此場合は二Ｔ＾Ｚ￭Ｍ主主人に

隣家の傍 軒 切 J[JI.等の岡刻Uf 起すものとす。

地 下 二 階 以 上 の 場 合

矢 板 木製矢板Ｎｦｦ使月 Ｑ するは施工相堂四期 ｉ ｾ にして極 ｫ の故障を惹起するものなれば餓矢

板ｾ使用するを良し とす ｄ

此鍛矢板も理忽としては打殺しを良しとするも経桝上不可能の場合多きを以 て普 通 抜

取る場合多し。

鏑矢板打込はスチ ームハンマ { に依るを良しとす。

抜)[JI. の苦言令は打込 の 約 2 伐の手間を要すること多しD

ｦｮｬ 邸縮空気により矢板打及抜取をなす時はｾ煙により近隣に迷惑を輿ふることなし。

矢板打の rt りにニュ ーマチック ケ{ ソ ンを利用してレテ ー ニングウヲ ール を沈下せし

むることが最近二三の建物に官行せられにるも経憐上且叉共沈下方法につき研究全要し

米ピ試験侍代とす。

運搬車、手 l'φ 降機、抑方、 7K替ポンプ等の設備は前記地下 1階の場合と殆んど同様なり 。

1':11上土の非常に大量なる場合はヱキスカベーターの女nき機械を使用するを可とす、 7K替

工事月j 井戸の跡始末は前記地下 1 階の場合も同様なるが相常に地下. f f 深く掘り 7KJ車穴な

る時は建物 の問 ｼキ Ｑ 及底而を ｾ Ｏｉ ｬｦｾ 弐 に防 ｩｊｋ し最後に ポ ンプ設世部分 の 防 ｊｋ をなすを 普 通とし

共排水 ｉｉｪｾ Ｑ 二 戸を陣石、砂利、粘土等にて順次現在十分 ＱＺ 排水して水位を防水せんとする

位置より下方にあらしめ仁る後防水急白結釘凝ニ1-: にて叫容するものとす、然らざればポン

プの吸7 k ffi 餓管の捻切せるも のを担I! 世き最後に此部分にキャップを捻込むか叉はポンプ
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の吸水管{ t > 鉛管として最後に之を叩き潰して: t ! l l込u かの方法を採るものとす。

支保工 地下 2 階の場令lま最小 2 段切梁 として施工し得るも 向安全を期する場合は 3 段切

梁となすを可とす。但地下室の深さによる事勿論なり地下& 階のものにありでは更に特

種の方法を考慮して安全を期する事コ

水平切梁は往々鍛材制支用することにあるも結局は木材 を使用 する 方経情的なる場合

多し支杭は矢張り木材を使用する{ t > 使利 とす 。

相営大なる商積の支保工は水卒切梁 にては自然其ゆ るみが多〈なり周閣の矢板の突張

が不十分なるを＿以てなるべ ｜ｬ 長初に中 央部 の柱工事を先に砲工し置き共柱に矢板の土ｊｦｬ ｉｾ

{ t > 支持せしむる工法を探用せば好結果なりと思はる。

隣家の養生叉は掘方の距離等 地下 l 階のものに比し主主 k 閤難となり到底井戸地形等にて

は共放なし. 放に地下室「ごり特に隣家との距離を相賞多からしめ て築造するか叉は = ユ

ーマ チックケーソンに撮るレテ ーエングウヲ ールを利用することを可とするも共凶下方

法に就ては向十分研究を要するものとす。

附 記

本年一月設備委員舎を悶寺第一衣の合合 に於て上詑の泊り研筑す べ き項目十 一種 を定め常

務舎に報告し? こる結果 、兎も角其一項Tこる 4 地下室を設〈る場合の制方共他設備の研究

をなすべき旨命せられ爾来数次合合し上記の通り研究し? こ。

回以下の諸項目についてはづ|絞 き研究する橡定である。

正 誤

11 Ｉｾ説 、 Ｗ Ｕ 頁 ＱＴ 行目小 黒隆太郎氏筆「満

紛れこ於りる建築詩負界の現献 J ｾｾｉ＠ 1 銭 8

庖 と あるは Ｑ Ｘｾ 是の間泣いに付事訂正す
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住

ｾ且 Ｔ

ごむ の r， 塀

住 宅 委 貝

ｾ＠
E ヨ

H: 宅 会員合は 閥 p_[j にj冷げる{ J : 宅門若手の質倒的制作をなし将ぅkの門射にまJ して その 傾向{ e

示すべき参考資料を蒐集し? こいと L 、ふ議が起ト今夏以来この事業に着手しに のであるが 、

一 口lこ門塀 t 云っても賓に 種 類 ち 多 q 主度 の 差 もはげしいも のであるので、今回はその一

部を断片的に張 表 し . その分類及び材料 、rf71質. Ｑｾｾ 裕 等の 総合的研究は第 二次第三次の 時

期に諮る こと 〉し、後較する所の質例短許は只単に調子主途中にある 材料 の一部に過ぎない

のであ る。

住宅の門堺は 外観 整 備の上 に 必 要 な ば か り で な し 敷 地の臨界を明瞭にするにめにも盗

賊防衛のにめにも程度の義こそあれ住宅にはな〈てはならぬものである。門y j { : も亦住宅 と

閉 じ〈近 代 的傾向を将ぴて明f : ( j J訓酒の表現力: 愛 され 、高Mや廊壁的な隠遁隔離的のものが

漸衣減少する傾向 である 。

交通の頻繁なる j長の 1二1: 宅 の塀コくは敷地狭少 にて隣家の 窓入口に接近するも のにあり では

目隠しの目 的を迷する必要めるも 、郊外にて相営の敷 地 を有 する性宅にありでは 、い T仁こ つづ

， 

らに高き頑丈なる門塀はf住主む人 の，心心 もしい、 や し〈感せ，られるばかりでな〈去剥却jl つて主盗主!賦吠の目械

と なつて羽折 ］ｲ ｦ向 ｱ の防 ｄ待術＿持 Ｗ がこれをを ｾ ｬ破波るもの、 心心、 作附 ､ を＿羽挑色殻する Ｔ桟来なことになりは し ないか。＼つづ
e  

れ石をを? 積んで

様な阪急念: 1沿官線の邸宅は奥ゆか しい 0

陽営りの良Lい、場所の生I周E司'( 1に二功カか〉吋なめのメ刈刈1リj込 3を? 緯らし? 仁こI刈l日l川J根j民4力がt朝日 y 日に若芽の魚

もIω4ω]防力か〉な もので あ る。カか，なめは陽首首. りの悪い所には不: 油適詰営，であ るコ同じ生酒で も闘東で用

ふる初、殻の生垣は盗賊除げには良いが絵り感じの良〈ないも のである o 叉杉の生垣は欝荘

と繁つ 1: ものな ど祭持の良いも の である が中の一 、二本が立ち 枯れすることが あ るの で 除

り 菩ばれな ｴＧ ｾ 償 絡が安〈て直 ぐ に繁茂する 奥もちの生 ｊＱ (は 絶へす' 手入を要す ることが厄

介なばかりでな〈下校がJ市れて 見ばの思いものである、 これに 良 〈似てゐるが馬ベの生11 1

は刈込の手数は巣もち同協であるがＮ下位が枯れないのと似本 の ＧＺＨ￭ｾ ｪＩ ) らもがr;!;J'.カ ;/ 1'，るから

生1E i . としては相堂な良いものである。

以 下賓 !ylJ を? 恕げて各 種門 塀の忠良及び設計岡により短2' ドす 。

第 1 I創は梅街住宅の門塀でコンクリ ート 白互: i f _t上の門柱に透し金利l子を入れ? 二貯¥{ e 入れ.

Jif fはク リンプ金網を三尺1J r . の高さに続らされたもので1リ1朗簡潔な j起がIUひ! 牟である。

第 2 闘もシ ー リイド ・ヴヰラに泊し1こ門. l ) ; ( で制巾の板を縦透し鳴りとし 、白色ペ ンキ を摘

しl明快EF. 純な 表現である。

第 Ｓ 闘ｉＧ ｉ ｾ 流住宅 の 門 ｙ ［ｦＮ でコンクリートの玄・耐を極めてラツフない ご と げとしでたまかな こせ

つかな い彪 に憤値が ある。 門 桂 上の電燈の透金具で リッ チな感 ST911へ てゐる。

第ｾ I副大谷石 、切 石 積の門射 で 徐 り意匠{ ei疑さない j起に上 品な ! 起がめ る。 これは石そ の も
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の〉 ヰ吹か さか ら* る感を主調としてゐるカ' られー宅の門として も堅苦 し〈ない のであ るυ

第 Ｕ 闘コンク リ ー トと木材 の美の 調ｦＺＱｬ ＿ｾＱ ったい｝ 塀 であってス パ ニツシユ風の 意 ぼである

屋J長があっても徐り重苦しい感なく合[f 難である。

第 6 fiNI高級住宅の門であって門佐は可 rJ'( り太<- jJJ1丈であるげれどもグイルと瓦で調子堂軟

らげ塀の玉石の筒L積と 板扉の意匠によって懐古趣味を取扱った底力: リッチにも見せ議什

きも出来て ゐる D

第 7 圃郊外の大邸宅の門塀で外地と正門から 出来 てゐる自然石の大石全土留め とし、〈づ

れ積の上は生垣とし自然石の美を誇張 し豪放な計書1; である o 生垣の後には松の並木とし

て石積に負りぬ丈げ の背景ｻｴ＾とっ て ゐ る。￯ｅ ｲ Ｇ ｊ の方は ＺｾＵ Ｑ Ｐ 聞に立面詳細 ｼ が示してゐる。

第 8 闘も亦自然石の大石{ t > 積みあげ上部に楠込をして人工的意匠をさげてゐる。門佐は届

卒な自然石をコンクリ ート 抗の上に張りつけて門扉を取付けてゐ る。1・E と自然石{ t >{史つ

1=塀は塀の厚 さが 2 - 1 尺場合に依つては 6 尺もあるので敷地の相省大なる邸宅でな い

ど不可能である。

第 8 岡第 9 1副は住宅の様式が手J l 洋何 れにも調和のするも のである。

ｕｾ＠ Cl 闘は敷地の非常に高い邸宅の土切塀であってコ 7' tl 1f土上の切石債の目 地進ひ目地とし

て見る からに堅固 に仕上げられて ゐ る その上には芝会植え地 本の刈 込を配しaらにコ

ンク リート の塀をifi りその笠木に丸瓦をスパ ェツ シユ風に並べ塀商にタイルが張つであ

る。地震が来ても大丈夫に見へる綾な 堅賓な施工の上に向優しみがある虞に作者の苦 'L、

があると思はれる。

第 10闘はコンクリ ート 柱の表面を米怯の 阪を以て被覆し門扉 との材料的の統ー を計り邸内

の樹木と の調和を計つ1 : も のであって金具の，意l正によって翠調 なる意匠を複雑豪華にし

て大邸宅の威容をはかつ にも のであ る。

第 1J 闘は高級住宅の門であって和洋の様式を融制せる豪華な手法である 。木割の雄大 な慮

に枇重l 1; j ミがあり 扉連子の繰もの と屋根瓦の曲線は譜調のある所である コ この門は新興 日

本の建築の元気な所である 。

第 12闘は -方門桂にタイ J しを張り瓦 をのせ他方には 仮石 を置いて鉢憶を置き左右の封! ! 討を

破り費化{ t > 奥へてゐる。門扉の金具及びJ阪の表仕上等は能くグラシカル に取扱ひ塀は自

然石の街L積を以て土監を i去り梢込をしてゐる 。

第 13聞は第 l J 闘と同 一調子ではあるが簡潔に桁と棟を組んでスパ エツシユ瓦を究し、てゐる

誇張する黙がな〈穏かな設計で ある。

第 l4聞 この門ば全髄として完美高向な門である。門粧のタイルの張方 石の j長り方 には特

に注意がお1; はれ笠石の代りに平瓦を冠せにのも宜しし、。門股の! 照明は射7 t 仕え態が質際的

である 。門扉 も賞用上の見地から 15-.右その巾を不同にしにのであるが窓匠的 iこも成功し

てゐる 。塀は くづれ石積 lこ貝塚ヒパの植込み清純の気が溢れてゐる。

第 15聞は海演住宅叉は間関都市的中 i流住宅向きの明朗な要領を得? こ門塀であって門佐と 袖

は識筋コンク リート 白亜塗りとし塀は木枠を組みク リンプ金制を張り ペンキ仕上げとし

てある。償絡も官会りかりすスマ ー トな施工である。

第 16園日本住宅の門塀

第 17圃日本住宅の門塀

正 IJ 3 6  
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イ 神戸{ 上宅株式合肩上敷地 56坪 建坪主主 lり F36

11.  

寸

↓ 竺ζ T"

口 市11戸 住 宅 株 式 合 枇 敷 地 86主F4 mn数 延36.r I'025

XI 146 
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一 大阪 i近郊土地株式合市| 吸 地 76.liF3 ::- !<.)t J 'I'i& 21 主1>25

t  

上 野 芝 住 宅 博 覧 合 出 品 11 宅

へ 大合土木株式合軍上 敷 地 86坪4 ili .v!i 数 24珂i32

4 7  X II  



ト 鹿島正11 ｾ設地 ＹＴ Ｎｬ ｔＳ 主tf ド数延39.f n 4

チ 三宅工務所 III土地 130.1' 1'5 :1' 1; 主主 39Ji P 5

X II 4 8  
上 野 芝 住 宅 博 覧 令 11¥品 住 宅
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大 内

上 野 芝 住 宅 博 覧 曾 出 品 住 宅

ゾ

リ 岡本工務応 敷 地 88主1' 85 燈 坪 数 延32坪 91

.  .  

政地 233主p 4 主主主ド数延58坪25

目 え 命』

。、、 今b

4 9 川 I



l ル 東 盛 土 地 株 式 曾 枇 敷 地 126坪 37 建主p数 延32珂;40

オ 関 西 土 地 株 式 曾 社 敷 地 140坪

XI I  5 0  
上 野 芝 住 宅 博 賢 曾 出 品 住 宅
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上 野一芝 佳 宅 博 覧 曾 出 品 佳、宅

ワ 旭組 敷 地 141 :li F3 ｾ坪数 ＳＹ 主 ｆＲＵ

カ 竹 中工務J i ' r 政地 160主F53 ｾｊ［ ｆ 数 ＳＴ 上 ｆｓ
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ヨ 旭 組 敷 地 133tド59 愁 卸 数 延3り F25

事 由

ｾＮ＠ .b 

私

. 阻

タ 1i!!正Jl 敷地 237刈5 lli j:1・数延55上|、75

X lI 5 2  
上 野 芝 住 宅 博 覧 曾 出 品 住 宅
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レ 竹中工務 J.s llJx地 77上ド3 ｾ主主Ａと数延 Ｓ Ｒ 上 ＱＧＴＸ

乞〉
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日

，ピr:' l ン

ソ 大 林 組 敷 地 15 4主1; ili :均三数 延33J: ji1
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A 日本建築協合 敷 地 130坪 建 坪 数 26:li 1'7

ｾＧＭＭｾ Ｍ

j  1  ｾ宮司 ｢ 主 �ＶＹ
ｂ 大畑義敷地 ＸＶ 坪建主 ｾｴ 主ｻ

l2階 7:l<p3 1

C 閥 酋 土 地 株 式 含 社 敷 地 86主1; 建 主1;数 28Ji F

XII 5 6  

もまE司一一

瑞 光 住 宅 博 賢 曾 出 品 住 宅



瑞 先 住 宅 IJ. 1 f . 覧合出品住宅

E  

D  : i i : ; 且ゴ地主1: 物千干名合最上 致地 86上¥; i仕上|ー数 27主F43

fl 隣 24J "F 60  

F  iJ ，IJi 也Ml 敷地 90n il ジF数 l
¥2階 7.r.¥・95

5 7  X II 



大阪 :I:J也fl よ話 住T 株式合 肩上 敷地 66) 噌l'

若林工 業株 式 合恥 敷数 81士F50 ｩｬｬ Ｚｬｴ ド数 ｻ ｾ階 25Ji I;03 

i2階 8主1; 086

安達善絞 殺j也 73JiF 即判;Z T213

XII 5 8  
瑞 光 佐 宅 博 覧 合 出 品 住 宅



X  m主1; 数 26:fF67

• 

L 今中組 敷 地 75j f 佳作数 28上ド25

&  

瑞 光 住 宅 博 覧 曾 出 品 性 宅

ｦ ＮＮ，ＮＮＮＮｾ 司Ｎ｣ｩＱＧ、 ＢＢ凋Ｂ“書事惨 Ｇ

M m算木工:mm 'ft J也 75.1f ｾ Ｎｾｆ ｾ＠ 23.1. 1;  183  
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{ 階 2坪 31

N 中 道 猪 三 郎 政 地 75坪 建 坪 引2階 7坪05

、4

Ｐ 浅井 三 郎工務庖敷地 ＵＹ 坪建坪 駁 ｦｾ 階 ＲＱ 坪
( 2階 6苅;6

P 船 橋 努 吉 敷 地 70坪 建 坪 数f! 階 23坪67

t2階 10坪 07

同 16 0 瑞 光 住 宅 博 覧 ; 曾 出 品 住 宅
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Q  llJ 寅組 敷地;;;i9上下 :fjl; fi F数 35坪4

R 竹井工務 応 敷地 9 1上F ll '坪数 23)- '¥'75

S  尚上鶴見主 E土地 9 1:1デF tll:J ヲl 主主 30JiP I
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みｾ ｾＭ

採算の取れた新形式のアパートメント

J  932 年度の合衆国建築請負契約高は 1931 1p 

の契約高 より 5 6 % ｾ減じ ＱＺ 未曾有の不況時代

ミルウオ{ キー市のアパ ートメント の卒均空室

賢に 40 % を 算する中に 、 この H erbert W.  

1・ul Iε ren 氏により計 聾 されにミルウオーキ{

市の '1、he Vi king  Apar t ment s は 1931 年開館以

来益室僅か に 8 %の記録を示 して来? 二口

それは競争の結 果、冷 蔵庫 、中央洗濃毎等ｾ設

備しでも成航の好いも のは つかの間で、他が真

似を すれば直 ぐ成杭悪化する ので氏は利用面積

とプ ライベシ ーの増加、 維 持授の減少等を苦心

考慮の結果フ・ランのパテ ントを取った のである

l 世帯営りが)30上|九 家賃の報告の ない のが遺憾

です。

(Bui l cl ings  ::t nd 13uilcling  ]¥(an::tgement 誌よ り

内藤克一〉

2 ・4 ・6 ・8 /)  f干附Zl'. iuj li;. n  

3 ・5 ・7 ・9 の 各隣卒而肘l

6 3  XI I  



ロス 7 ン ゼ ル ス の 335，000 弗 海 漬 遊 園 地

海 績 の 会 長 一 一 建 築 物、桟 橋 、防波堤主主f也の設備及びポ ー ハ ヨ ッ ト 等 を示 す

海 水 浴 中 心 建 築 と ド ラ イ プ ウ ェ イ の 一 部

XI I  6 4  

殺 が 閣 で l土都 合 地 に 近 き 海 洋 、海 7K の汚 染が漸〈に 問題 さ れ て 来 た 折 柄、 ロスア y ぜルス fll!i';: 近き カプ

リロビ ーチ ( C :l bl' iJl o Tk :l ch) と都せられる 合て 11 ｈｉｾ＠ ffi !!:1
1
j と々 し、岩と lffi 州との入れ 交ったる不毛且 つ危

険 であ った潟作も 、 ロスア y ジエ ルス 市の公罰郊 によ る六%I- ; ! 干の開設の事古来として今日 ではうド: 凶に於て

最 も 美 しく 完 奈 な公衆 の 海 滋 慰 安地 とな っ た。

この海演はその - ' I' i主防 波 堤 の 内nlll の穏 かな7)'< IIl Tに 而 し 他 '1"f1 大海に而I して ゐる港に近接したも ので あ

り、 1927 年 営 時 海 j '，t : l f f リ他の目的に使用するには比絞的無償( 笹の然 め 僅 か 31，833 引; で市 の公 問 委員合の

手 で 貝取られたのである。

先づ約百 ｬ ｦｦＮ 立方 ｬ 沢 の 砂で去と砂洲とが埋られて約 Ｓ ， α ＩＨＩｏｾ ドの美しい ｔＨＩ 、の 海岸が出来た 、 こ の 経費 ＱＴＲＮ Ｘ ∞

ぬ 除 。 次 に 防 波 堤 の 内nlll fこスパユツシユ F イ7 ・のポ ー トハ 少ス 及 び 桟1笥をm設 しで 、 ヨット 7kぴ ポ ー トの

設備をＺ公衆の民 間にまかせ る市設ヨットクラプ を設立した 、 又大海に而｛する 海績 の ￬ｉ手 Ｊｙ ｦￌＭ 朽のＡｾｾ設の設備

も行 はれとれ等 :土経 費 70，0∞i J l: を{ . ' ( i かに超過 した。

以上 の 開予を の 第一段 を 終 って 多数 の 人々 の 行楽 を 君主きつ けた が更に市民の要望 ｬ て よ ｾ 1931 年 に市は失

業 救i野公債' ，CXXコ，CCO 弗 D 中より 90，Coo ，IJ を支出し て海 水 浴 場 '1' 心m築 物 2 院 建 rこ培を有するスハ-

z ツ シユ タイ 7 ・で、娯 楽 室 、 オーデ イ トリアム 、料 斑1.5、 アーケ 一 人 日 光浴索 、海水浴場管理事務家宅F

を殻げ たるも の ー を 建後 し、叉海滋の美化と 1: 右風林 のためシーバルム ( Rea Pal l l l ) の木が植えられ更に

ピク = ツクのためにハ・ーゴ? の 下にピク = ツクテー プルを泣き 、型f )足利刊の出来る殻制ii も共へら れた 。 Di J

5査の完成は 1932 年 末 で あり 、純、経費は 334，950 卯であ っ た。

( The  Ameri can Cit y 誌よ P 内藤亮 一〉



ロンドン動物園のゴリラ館

建 築 家 テ ク ト y

立はＯＱ Ｇ， 来る ｲｾ り動物を戸 タ ト の

空気にさらし、多は寒気を完全

に防ぐ一方、 2さな慌を人目にさ

らさな いやうにする のがゴリラ

館に必要な依件であった。そこ

で考案されにのが潟員のやうな

凶形のプランであって 、牟悩1 ]診

の櫨の部分は冬期之を 廻特構造

物によって完全に覆ふてその中

に観衆を入れる 事が出来、暖〈

なれば之を他 の宇凶形の鎖筋コ

ンク リート 構造の中に. i J X めてし

まふ:jf，fj ); 出来る。

ゴリラは人聞の病気に感染し

やす いに め、冬期は観衆とゴリ

ラの部屋のrUJをガ ラス戸を以て

きへぎり . 夏期は儲から八t . ! . . ' e

隔て〉手摺が設りられる。外部

は浪クリ{ ム色、内壁と櫨は市.

i血路と内部の! 炭/J 、屋は黄で. 従

来の動物舎が兎角1試合のやう な

感をめにへるに比して著しい別

い調子をも勺てゐる 。

建物の主偲は餓筋コンクリー

ト. ドj 剖lはセ ルコンク リ{ ト と

王 子 商 凶

会 景

側 面

; E: . i 、{ 米世材を以て 2 インチ牛wに仕

上げ、床は前部チ ークブロック張 、

後部テラゾ仕上である。ゴリラは木

床 の部を好んで前官官に 出Tこがるので

槻衆が見るのに非常に好都合でめ

る。 ｾｍｩ Ｎ ｎｾ 出は純金 ｬ 必と木 Ｇ ｲ ｊ Ｍ で組ま

れ、ベ ニヤ板恨の保温ボ ー ド' e 内部

に 張 上 外 部 は 金 属 仮 張ベ ニヤ板屋

t良はビチユ ミナ ススエル ト、 ゴ リラ

(j) は) 腕力が強いので戸窓はすぺてスチ

一
Lつ

10 ｾ ｕ＠ _  10 ｟ ｾ ｟＠ l C ー ー “ ー

ールガラスは 4 分 1 イン チ) 手をmひ

である。

( Archi t ectural  R eview誌よ り本多正道〉

6 5  X I I  



ス ウ エ y ・マノレケリ 1) ス
建築家ス エ デ ン ・ ヘ ル シ ン グ ボ ル タ の 音 楽 堂

l槻

人口 4 寓 9 千の北園の小都市に建つに此の美しいモダンな音楽堂は l 階に 525 の

座席を有する小菅楽室 とその上に1 ，000 の座席を有する大昔柴室とからな 1). IJ 、音

柴室は専ら室内楽 、講演、時には i決苗に用ひ 、大音楽室は時に饗宴場として用ひる

共他には 1 階に外去室、玄関があり 、建物の南側は 6 階になってゐて外套室、楽士

室 、支配人室、調奏者室、指揮者室、練管室 、事務、道具方等の宿合等がある。 1

階の一段低い所にはレスト ラン余ダン スホ ールがあり 、 その調理場は 2 階にある。

大安合用の調理事は別 に南側にとってある o 叉大ホ ールを安舎に用ひる場合には 2

時間竿で座席を片づりる事が出来る。音響には特に留意し、壇の上には七つ に折れ

に反射憶をつけてある ｯ 此の音響の ｾ Ｍ ｉ ・ Ｎｊ，Ｂ ｲ はパ リ ー のプレ ー エル音楽堂 を設計しにギ

エスタ ブ ・リヨン氏によって居る。叉小音柴室は構造を全然離してしまっ て、 音の

体連を防止しである。

外

4

!

I

4

3

 

本多正道〉

大 音 楽 家 内 部

( Archi t ectural  R ev i ew 誌よ り

XI I  6 6  



断 面 凶

J . 凶 2  ｾ持 平市

中 岡 3 階 11' -而

下 闘 l 階 卒 荷

L 一一一一一一ー ー一 ー ーー

6 7  XI I  



タト 籾

競技場内会長

伊 太 利 フ ロ レ ン ス の 競 技 場

仕t肢 と蓮助と共同精析111 とは新興作l
太利の棋訴であり 、最近伊太利の建築界は 、こうした精

)11111
の勃興から非常な影響を受け て居るの

競技場 、日嘗りをよ〈する震の大旗揚 、養生 : f f T- ! 的の療養所、宣f専の f誌の搭及展開場 . 誌

に愛園心鼓吹のf誌の園家的記念碑等の建設が最近伊太利建築界の主題 になって居るの

フ ロレ ンスの この GI OVANNI BE RT A 競技場 もそう しに傾向の一つの表はれで ある。

餓筋混凝土迭を大臓に甑使 した製品Z注目に値する。

X I I  6 8  



場内 にき準え立つ マ ラソン塔は 、競技場の塔 t して競技の際に普通の役目を果す以外に、 斧 t ファ ッ シ

ョの閤家概念、を宣揚す る目的を持って居るものである。

ス タ ンドから出路として 、 餓筋混 ｩ 毘土ぜＺの螺旋 ｬ 以階段が設げられであるが 、 主］直 Ｑｾ Ｑ 促続土の支粧と輩 ｊ

j照してそれは市j 白い形程美を現出して居 ε 。

メ イン ・ スタンドの日除げ屋根も鋭紛 ｊ ￬Ｑｴ凝土 ｩｦｴ であるが 、 餓Ｇ円・構ｾｲｭＺ ｾｈ ワ ｼ 鍛板の屋恨の場令にき へ 相

営 な大きのメムパ ー となる のを 、か〈もtljir叫iドyバiγ北t快l

設計計- 者はフアシスト建柴2家反の L UIGI  NE R VI  でで司ゐる。ガ新f しいフア シス ト柔起建i色; 築の持持- つE 大な市枇t合的

意 味 が この競競- 技恋場- の設計計-には明瞭 iに二表現されて居る と言 はれる。

スポ{ ツ に謝 す る諸設備は 勿論 . 食堂、舷接用康問 、庚い廊下‘ 件lf 段等も充分なる設備が完備して居

る と言ふ。

全慌 で 35，000 入、屋根のある部分? ごりで日，000 人の観衆を牧容し得られる。

( Ar chi t ect  Il ral  R ecord 誌 及 Ar chit ect ural F or um ;rr.よ り 新名種夫〉

Zp  wi 間

I I ‘・ I 0  ¥， I  ， q  I  I 【 I Q  ｾ＠ !f 1  t. 

廻 り 階 段 マ ラ ;1 : / 塔
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喜 男 覧 席 局 根 構 諮 問

淑 E主 席 の 厳 根 の あ る 部 分

XI I  7 0  
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林 産 試 験 所

ウイスコ Y シ y の 7 デ イ y ;/ 街 にあ り、 建 築家

ホラバード )!t._lL ート の設計。横 平 た ν マツ スと縦

の J R扱 ひとを Or- J Il した官官明直械なデヂ イ y であ る

木材製品 の 日ｾ uIT を保持し市似 を高 めるのを日 (1'.1と

す ると のill 物 内 の 研 究 を よ 〈 荻 IYj したヂ ザ イ y で

あると言はれて居る 。

外 観 を特徴附け る窓外書官 の縦の線は 7 ・ロベラ )1え

に作 られた糸杉の *，1: であり 、 それ が餓と 利 子 との

構造に於ける 一 つの新 し い 波 飾 法 を扱 示して居る

其 他 ill 物 全 般 に主l ; って 、防火のJ ! I.'j か ら評される

限多額多様の木材が使用さ れて 居 る 。 特 に 床、窓

枠 、F章子組子生号;1'こ。

事務室の)裕分立立 に物 到 2え化祭賞験祭とし て激定

された 室 以外 の部分は 、' I: t 験用 のペ ーパ ー ・ミノι

ゃ 乾燥 ｾや総Ｊ宇挽 材機 共イ 也各Ｚｻ＾ ｝の作業彼等 ［Ｑ 亡宛

てら れ て 居 る。

以 ｴ の ｾｮ き特殊 な 施設に Ｑ ｩ しては膨大な機 械設

備 が必要 であ る。 術 其 上 10 1闘の定i . ¥1$. L! <. 定撚笥

化 挙 資 験停. や特妹な各家 に 封 す る炎 々の換気、 並

に令般の換気に量J す るセ パレ イト・ システ ム等の

設 備 が 必 要である。

ill 物 の主主税は 2，4∞，∞O fr. 方吹、 床 Tiij 紛 175，0コ0

平 方 吹 、工 費 総 額 750，α)() ｩＩ ｾ で あ る。

( Ar chi tect uraj  F υrUJl1 誌よ り 新名続失〉

FI I1. S T  F L OOR  P L A N  

2を" : f "、' f l 雪

一・・ "  

S E C OND FLO Ol1. PL AN  

タト 翻

い 2 ・3 ・4 階 平 商

7 1 刈 '



シンシナテイのユz オン停車場

専用車道のスロ ープの取扱ひが非常によ

〈考へられて居ることがこの停車場の一大

特長である。

外部は石友石仕上で、東側乗客乗降口 の

外観は宇凶形の偉大なるマツスである。

専用車道の壁は黄褐色テラコツタ仕上 .

天井は壁 と調和する色調のスタツコである

車道のスロ ープには鋪装煉瓦が枯られ 、

脱皮色のセメントで道に沿ふて槙様が附げ

られである 。

歩行者のプラッ トフオーム 床も間接に赤

及巣のセメントが使用されて居る。

車道と歩道との境、アルミ ニュームの手

摺が取附けられた溢石は . 壁のテ ラコツグ

と調和しにテ ラツツオ仕上である。アルミ

ニユ { ムは手摺以外にも j照明 l晶、サッシユ .

換気用グ リル等に使用されて居る。

ｾｉＭＧｾ・大蹟聞の上部天井はｪｅ ｬ床高さ ＱＰＶ 吠

のア{ チになって居り 、正両牛問形窓の片

蓋柱と共に 、賞色及控色の吸音性のプラス

ター で空きら れ、ルミ ノ{ ル ペイン トで仕上

川 7 2

東 側IJ 釆 降 口 外 線

平 面 闘



げられて居る。

大腕聞の肢は、レッド ・ベロ ナ.

テネツセ ・フル ーリ. パーヂニヤ ・ブ

ラック等の種 k なる大理石で! ! 占られ

て居る 。

大腕間皆 上部には交通の歴史及 シ

ンシ ナ テ イ の保ｾの諮像力Ｚモサ Ｇ イ ツ

クにて表はされて居る 。モザ イツク

の設計はウイノルド ・ライス氏 . 施

工はラベナ ・モザイツク i有舎である c

夜間は モザ f ツ ク下部の! ! 日明白から

光が蛍る様になって居る 。

大際間金慌に劃する! 照明も問綴に

更 に上背11に設り られに )!H明ぬからの

間援! 照明で ある。

病問床 lま夜色、予定楠色及赤色のテ

ラツツオ仕上で、 4三闘形に沿ふて模

様が拙かれて居る。

待合室の椅子は他の停車場の如〈

木製の聞いものではなしアルミ ニ

ューム の'n- ;絡に 赤及賀補色のレサー ー

をしつらへ ＱＺｾ り心地 の よいも ので

ある。

待合室の室も大成聞と同隊に テラ

ツツオで あり ‘ 天井は吸膏 |生のプ ラ

f守 合 :-f.

専用 j j f . 諮ス ロー プ 下 り 口

大 成 II¥J

スタ ーで ある。控面の 地 国 ｬ ［Ｆｾ ，宣言古は何

れも モザ イツク であ る。

冬季の混気及夏季の (ht 気の謹入は硝

子とアル ミニュ ームとで作 られfこ換気

を殺ね ?こj照明捺具から行はれる。

下{ f 通る列車から来る 陸刑を防ぐ馬

に待令室窓サッシユは絞め殺しである

作合室も ｉｲｾ は大理石 Ｈ レッ ド ・ ベ ロナ〉

ｬＡｾￎ であ る 。

( Ar chi tectl l ral FOrl l l l 1 誌よ り 新名領夫〉

7 3  XI I  



外 観

X " 7 4  

映 書 劇 場 r RASPAI L 216J  

パ リの童書術家法の篤に建てられ1:1ースダデイオ・

アパ ートメント」 内に設げられ? こ小さな眼番劇場

である。

278 の観覧席があれその 70 はバルコ ニーに取

られて居る。

平面は敷地の者11合から梯形になって居る。

壁はスグツコ仕上、観覧席の椅子はア イボリ ー

調のレザ ーで被覆され、照明は大部分蛇胞の中に

仕込まれた間接照明であ る。

劇場への入口の所に切符賀壌と殺て酒場が設げ

られである。

(. -¥rrhi tectural  Record ｾｦ よ り 新名積央〉

w1 ' ( 主席

卒 商 問



英 園 共 演 組 合 病 院 ， 

此の病院は従来の敵洲の病院の停 統 を 破 っ た 新 しい砲 の ):o! バ

もので、世界でもあまり 鍛多くないモダー Y な病院だとほ uι

とってゐる o . .fl Dち従来の大衆家を腹してーがj 宗一床又は 二

床 、多〈て 四床と し、各家に洗而音寺があって冷 7. K と温水を

同日し 、完まは内部からは見えるが外l¥! 1からは見えぬ特殊のガ

ラスを 用 ひ病室の ロッカ ーは特別の設計によってがJ 人にも

禦に使用出来るやうに し、 ベッドの日さ は窓外を望み得る

純悶 に 於 て出来 るだけ 1まく して看病に使にしてある、叉各

家は防音装置、 間接照明を施し、看 護kit 呼出にはベノι 走用

{  官骨骨

サ y パ ル コ

rm ra 附

ひず' i R 般によ り、叉暖房も病以の念俊英他

にBl J . じて向，I-! r . こ調節し符る装置を施してあ

る。 ｊｴ 他 快 ｴｾＡ ｬｊ｝ の 病人 に 到して民ぃＤｲ Ｎｴ 符の

よν、ロンヂが官I i へられ 、ノl、児N，j祭 は 之 I'C通

しい袋飾を施 し、且 つれ 設M，*- との 55 をガ

テスとして 11自接 に見張りをす る事の出来る

苧うに設計されてゐる。其{ 也消説法 、レント

ゲ y 、其[ 也 Icこも最新 刀設備が施されてゐる。

JlJ t地 4 エーカ一 、建物は本館 、!，<市'ir 、手

術 &.lixJ.i J施 術 館 、[1(01' 風俗[の 凶 つの ill 物から

なり 、:+官'irl 1: 4 附 T 形 卒而i、1，i.J 官'[!は 5 階 建

1・形卒而iで多〈 の病気 ，' 内庭に iui ，し出来る

だり静けさ を保ち 、 日射a : 多( する様に工

夫されてゐる。 l 階から 3 附まではがj 議及

J毛附嵐官官 、4 階南 (IIIJ は小 .!i CJ 必需 、5 ｾ貯は病

児七 の主要謝王'E坊である 。 手術&. 1ixM施術官w

ｉ ｾ＠ 3 附 ill で 1 ｾ告は治護婦 、 附添人の食堂 、 Ｒ

1"( ，旬以 、3 附 l土手術家主レ Y トゲ ンw・であ

る。手術家は令部で 4 ; : f(あり 料済的の怠! J 1 と

か ら2 主 づ 弘幸すをなし て阿佐してあり 、之

に外科除 、H証円fij 匝i術者 . 右 J史的母; ノコ f布袋が

附属してゐる。 附属官If は 5r待。

悦 治 iヰ何れも鎖骨、床コ / ' 7 リート 、タト

ｾＱ ｦＱ［ 煉 χ 、 内ｊ￬ ｾ 中 ｱ ｾ テラコツタで Ｎ 設備制 ｩｩｴ ｦｨ

を如lへひ主j);築't' ( 335，0二O ボ y ド。

Ｈ λ ｉＧ ＨＧｨｩｾ･｣｡ｬ ｬＧ ｡ｬ＠ i te : : cw 誌 よ り本多i E 泊: )

ｭＧｾ 祭から 手 術祭 を望 む

7 5  XI J  



2 つ の 流 線 形

1 . 流 線 形 容 車

l 時/11] 110 日皇内 速度を: I : l L 作る と言 」・流線形の 存率が 、 ユエオン ・パ

シ7 イツク ・ライ' " こ於て試法制されゃうとして府る。

Ｎｾ Ｚｽ 側分を 完全にｼ吋定 連結したも の で Ｎ 何故 なジュラノ ι ミ ｹ 梨 、 ｦｦｩｩ￭ ｬＺ Ｑ t  

令 部 で 80 噸に主主 しないと初せられる 。

若 し ζ の試 運 鱒 が 成 功 す れ ば 、我々は放行に裂する我々 の 考 へち を 再

吟 味 し なけれ ば ならない ζ とになるかも先一れ な ャ 。 建 築 乃令則的計喰に

到する一つ の標柱と して 仰 げ る。

流 ￱ｾ え形正 Ｑ iTilJ  i lI 外 部J

向 上 内 部

XI ' 76 

流 線 形 容 耳E 外 観

同 1-. L j 三而| 河

2. 流 線 形 自 動 車

完-i'o: r.こ流線 形の 3i 倫自動111が . シカゴの

ｾ関陣Ｇ￬￯令に出品されるに先だって ， 7 月

21 日 に プ リ ツ ヂ ポ ート の 4 D合 枇 の 貨 験 場

で公開宣停せられた。

/ 1 1 ] もなく商品 として製作せら れダイマク

シヨ ン・ハウスから資出される筈である。

乙の 向動車は こ: つの部分から成って 居る

先 端 部 には迎車事手と助手と/) 来る府があ り

rl' 火郊には怜: 席/ え泌距離波行の際 ，こは裏返

して終ｾになる様 な 結集様 の 床架が設けら

れてある 。後 部 は 防 音 耐 火 の/ 11] 仕切でイ 1: 切

られ機械宗となって居る。

wは前の二つ の車輸にて fWiffi され、後郊

の 1 jj;¥1は舵 の 役 目をする。 この様な旅輸ノJ

門Cii'( l t J ! I 仰が完令? な流動形たる こ とを可能

ならしめ 、 ＮＱＧＱＮ耳 ｉｾ 生 ノ ｊ 運動を非常に自 ｉｉｊ なら

しめ るに役立つて庶る。

との形に於て祭主主の奴 抗 は 普 jffi セダン標

僧型のが'lJ，{ で あ り 、 令 動 一力の 8 0 % を使肘

しながら 、 夙 に 向 って 60 11' 1[ の 時速を出す

がが! 日米ると言」、。ガ y リ γ 消費社 1140日曜

につき l ガロン科皮だと激測されて居る

CAr ch ;tect 山 叶 i { ec )rd 誌よ り 新 名 積 夫 J

MANE Uv E剛 N G C OMP A同sc刷

ＱＹｾｾ＠ F OR O A NO ｏｙｍａｘＡｏＩｾ＠

流線 Ｇｲｾ 向向

。1 JII と1933:[1

司qフ ォ ー ド

との勤務i の

上t 絞



北西角より見たる外籾

建築様式は近世復興式

外 壁 2 階腕蛇腹迄は7) ( 層警告; 筑成石*. ! J 、

上部 は金部「テラカツ ?' J 張り 、背而は色タ

イ ノι 張仕上。各庇 は全部鋼板? 長り 、手 掬 其

他 化杭金物は 凡て「プロ ンズ」拠。

正副次左右特等玄関 l工床 「モザイ ツ ? ? ' イ

ノ ι ｊｾ 反り 、 壁はま 定 ｛ ｪｬｪ 大ｦＱ，ｅ石を援り 、 天井は ｰ ・

テス? ' - J 彫刻知は石膏製の 卜Jζ イ ンキ 秘 彩

色 仕 上 と す。

東 洋 劇 場 7 7 XI I  



籾T主席油路床は 「ゴ ムF イノL Jitk、腹 壁は「コノl ?l ｊ 批 ｾ附 「 ベ ｹ キ ｊ 塗 、 ! ? 格段は「コルク J 仮僕;隊振り

「ペゾ キJ彩 色仏・ l 、天井は彫刻ヂ1Hi 石 'i ミ製J主他 は「 プラス? I - J 塗 の I-J ペ ンキ」色色彩色( J ・上。

舞ｾ If. 而i

淑E主席l え天井の 一部

X" 7 8 東 洋 劇 場



廊 下

廊下の仕 l 、床 1.1 f ゴムタイ ル」政

ｾｉ よ 「 プテ スター ｦ ペンキ」 日 ｊｉ ¥'! 111] ，"， 

2童. 天井 「プテスター Jf ペ y キ」塗 。

先 手1 ｾ キＭ

究資家は床寄木張り 、笠 壁*JU! ，'j

り、K I Hプラス ダー Jf ベ y キ」途。

2 階 休 憩 家

2 階休憩* - 仕卜次の剣l し。 床 f 7

ロアリング ・プ ロックH . H. 笠「 コ

ノι ク J 粒 吹 附 け「ペンキ」彩 色 熊 機 仕

卜、天井は「プラスター Jf ペ ンキ」仕

1・0

東 洋 劇 場 7 9 >. 11 



3 階 食 堂

2 附 喫 茶 沖・

X II 8 0 東 洋 劇 場

4 陪 食 堂

食堂 1"- 喫茶需は 床 rフ ロ ア リ ン

グ ・プ ロ ッ クj 張 り、A: .空「プラス

ター J rペン キJI JI) きIJl I，Jl ，t金、ノ、 )/・

イ1: 1 は「プテス Cl - J r ベ ン キ J 在住。



1 険 平 而i 悶

H侍l吃活動軍; J ! ! ; の映穏 を主 と し 、

随時演劇 、 歌劇 、 音楽 ｊｊ Ａ ・ ｾＨにｻ比 し

地慨は f' l'想的 「スポーツ ・ヤード」と

して子供 D 遊び場に使用す。

2  y持 71' iui 悶1

- L  _ 融 ~

El!.i加I'l' : 9;;t ;

3 附 ヲ1'- j(，i 悩l

3.ii地 而{絞 1，137 上1; 28 

u; 上|‘ 781  Jt ド10

E正
上|、

3，301 主1; 28 

地 附 1，168 j: F 34  

中地P符 I I  yド30

第 1 ｾ待 781苅i 23 

封1 2 y符 442 坪 15

第 Ｓｾ 待 441苅i 76 

ｾＢＧＵ＠ 4  ｾ持 388 上F 75

負i i 5 y符 127  Jt l;  87 

東 洋 劇 場 81 刷



4 階 z ! 三而 闘

樹

5  ｾ持卒而 ｛ ｩ 司

地 階 Z!， 而 [@]

設計 八 木 工 務 所

施工 合 費 舎 祉 矢 島 組

対 11 8 2 東 洋 劇 場



全 景

今上陛下御大前112の記念 として建設せ られ

にるもの 、設計圃笑は公募懸賞の首選案

である。昭和 6 年11 月に起工 、昭和 8 年

10月に竣工。

ーは御大! 附記念の意味にふさわしから し

めるにめ 、ーは京高11の風光に調和せしな

る震に、外間は特に日本風を基調 とし 内

部は美術館としての近代的設備を十分に

取入れにものである 。

京 都 美 術 館 83 淀 川



官 西 玄 関 車 寄 は 花崩 岩 ‘ ｾ｛ｲ 飾り金物及耐格子はブロンズ製

時

東 鹿 間

X" 8 4 京 都 美 術 舘

4- ｾ＠



西 鹿 間

手キ玄! 絡L&庚M-¥1共仕上、監は

概ね大理石張 、lぷは大理石

及タイル敷。同階上の天井

は一部「ス テ ンドグ 7 ス」仮

.. 西 玄 関

京 都 美 術 館

8 5  X II 



大 陳 列 室 時

中央 大 ｬｩｾｾ 列宝の壁及び天井は

「プラス ター」塗の上一部ペン

キ仕上 、! ポは「チ ー ク」材 の

「フ口ア リング・プ ロック 」張

付

陳 列 室 ー静

ー府立1;点世l任主の日正は[ プラス タ

ー」金及び板 j長の上に版:e羽i張

lぷは絞爆 . j-.; ;fj 二は「プラスタ

ー」 捻

)<1186 

京 都 美 術 館

... 

感 接 室

ｬ 位 ｾｴ 妻主主監は「ラフ ウ

オール」仕上、 11史初回

は椴子張 、 Ａ衣はど ｴｲＪｾｫＮ

天井は折上 機天 J I: . 絡

総 ｩｾ｜ 俗 、 ［ 怖間桁挺り金

粉散らし . 金 具 合鍍金



位 置

京都市左京区阿崎公闘

建築面積

4，656.7位 F 方 米 ( 1，406坪〉

延床面積

9，364.20平 方米 ( 2，828刻、〉

内

地 隣 1，257.40 卒 方 米

: 隣 4，656.70 卒方米

2 階 3，450.10 卒 方 米

高 さ

軒 まで 15.90 米 、 村1まで

2 1. 87 米

様 式

日本 趣 味 を基調と したる

近 ill: 式

構 "色
J . E.  

中央大陳 列 家 は銭 骨 混 凝

土 訟其 f也は 鍛j訪混 i疑 土 議

属 根 小 屋 組 を 餓 骨 造 と し

床板、壁位 、階段等主要

都 は 餓筋混 ｾｴ 土迭とす

f; 階

a  11 t  l ・， ， 

IJ ______J _ ;  

帯 二 階

tt. m 

京 都 美 術 館 8 7 XI I  



曾 員 の こ ゑ

普 賛 山 本 常 次 郎

1 古建築、日延訪見事、機 曾 を多< f' p られ ん事正直Z

む

2 建築と駈舎 の雑 誌 に 日本建築の' t %民主主に共れに

就い ア詳 細 な る 設 !珂をも附記せられ た し

3 建築協合 々員 の集ひの機を術ーl菅多〈成し現代

建築と 云 ふ ものに到して の意見の交換た望む

合 員 岡 部 巌

見尋 ｾｊ 毛他 乃 Ｑ Ｑｬｬ物 ｉｾ 事 業 の 都合卜Ｎ一日決十五日に休

日の人 々も之有候べば時々は以上の日に附似を御

願可1候

普まを 中 富 勝

各種 の ji{lil 責合見書径は誠に結 構 と 存 じ依へど も地方

合 員 は取 り分 l，t WJ人口自由にならず依りて知事宛

か内務部長宛代表者 を多列方油知数された方が幾

分 効 果 有κ とかと存候

普 焚 川 村 機 一

未だ充分内容を知り得ま せ んが 、合 iithが「主主築と

量t舎J であるなれば協舎 の活動の全面1'1 此れ に後

表あつ 7 然かるべしと平F じますが

.. 
E ヨ

常 務 曾

報

時 昭和B年 11 月6 日午 後6時 一向9時

腕 本協合別主主

出 席 者 玉 虫IJ': 竹腰 墜 事 徳 政 松 室

主 犯 鳥 井 富 士 問 主 計 浦 I，!f*

八木 綱 斡 今 体 高 橋 中 村 新 名

議 :t1J. 1  11} j 例曾 に関 する件

l  昭和 9 年度収支官級算 の件

l 評議員曾及通常総合開舎に闘する 件

l 舎費 、賛地}J 費滞納者庭置に闘する件

l は築材料陳列場に闘する件

! 大美野1 t 宅博に闘し閥西 こl二地株式合紅

よ り代命残飯不排に付出品者 よ り申泣

に係る件

l 合員詮衡

1 其 他

報 告 1  9・10月分合計 報告

l 秋李大合及J I f . 部見集決算報告

l 記念本業決算中間?( 革告

1 建築母性合主催鍛i'8i 混昔話こlニ務官舎の件

1 常設各餐員合年度末研究?t:11告

常 務 奮

昨年

合 員 長 谷 川 俊 弘 : 所

HH手口8"t
o

ll 月20日午後6時 ー初a9時 10分

本協合月 IJ 室

l 此 の主主見 の民主程如何先づ之れ を御問中イ民 i 出席者 型司王 池凹 竹 腰 監 事 総i f( ( 松 祭

1 舎 費の減 額 を計 るか若 しくは 合員本古設の有益な I 主 犯 阪口 ＮＨｾル 丹藤仲里子

る事業を多くする事 主 計 il1i m水 編 斡 高 橋 新 名

ｬ 立 て 本紙で私 ｌ 述 べ たるが権威ある建築ｾｾ会集 ｪ 議 事 l 選 加換算に l仰し評議員合及臨時総合開

刀刊 行 ι  舎 の件

l  役員選mi 法の改 疋 1  i.見凝 土付制 試 験 ]Ut ! 腎準怖に仰す る意見

普 賛 山 本 善

。1 合授 の値下よりも雑誌「建築と祉合 J :I) 内谷E豊富守

充貨 を希 望

l 縦 斡 に 就 ての希 望 … ・職員各位の御遊力 に よP

l勾平手共に充lt しつ L あれども f品'1 - 1' ;jl 雑 然 たる感

あり成告 書 ｾ［ ｦ 土 別加としては如何 ｃ ｦＮｊ 商宿等 の 希

裂に よ り交定 したる カ9 ログ狐の も共泊 して も

百J )

X II 8 8  

匝l牲 の件

l 建築材料陳列揚牧支珠算 のf' t-

l 雑誌氏告募集英他に闘する n

1  1J:l版1:11創設の 1' 1二

l 術中iF Jk.主計各常務連絡の i午

ｬ 合員 ｦ￳ｾ ｻｊｦ

報 告 1  i前洲建築協合 よ り報告に係る聯合大舎

決議に依る満洲凶政府にl l i : 議 の件



建 築 倶

倶 楽 部 案 内

開館時間 午 前 9 時 よ り 午 後 9 時 迄 、111特 別 の

場合には延長致します。

銀事量設{ 諸 国碁、終 供、脱毛E、 コリ y ト・ ゲ ー

ム等

園 書 各 新 聞 官級業員約二十種、雑誌知六十

怒 某他 の岡容も多数百li へてあります

撞 球 5 階の朝日夕 ラプの玉忍がf冷車 に 使

1日され ます。御希望 の方は受 付 より

入場券を持参さ れ 皮 L 。

理 事ｾ Ｕ 階の阪弁理ｾ庖 と特約 して本 クラ

プのマー ク偶 用者には特別 '&ljiJI があ

ります。

諸 研 究 舎

圏 碁

木 本 二段 毎辿土飽午後より 9 時 ま で

南 書

太凶先生 毎月第 1 t!1 3 火回目午後 6 時

俳 句

月斗先生 毎 月第 1 i:t ĵ 3 木腕午後 6 ｮｾ ，＠

骨 組

砂 川先 生 近 日 開 始

誇 幽

獅 1止流松下允生 名手 }-l ヲイ とーl の 日ィ記 〈稽

古場は曾根崎rJi 舞場 〉

長 唄

杵鑑手口津次自 ｉｾ 毎泌 2 凶、近 < I対ufi のま象

定〈稽古場選定中 〕

十二月カレンダー

2 日 こk 図碁研究令

5 日 火 南E皆、諮問

7 日 木 俳 句

9 日 二lニ | 潤碁競技合

14 日 木 俳 句 研 究 令

15 日 令 務的研究合

16 日 ゴ: 闘悲研究合

19 日 火 南 部 研 究 合

20日 7]<. 謡 曲研究合

23日 土 I剖碁研究舎

雑 報

南書研究舎員を募る

南部の稽古は一寸入り雌い様に思われ勝です。

併し始めて見ますとそんなも ので はなく以殺 に

111来るも のでず。

此際初 心の方 の 御入門 を倣迎します J

骨4目前究曾員を募る

近日第二 凹講習合を IJ f J i I t . いたします。人 の柑 を

見ると云」、よりは人を採mずる場合の遮i不 遇 、

業 部 室

実 苧 嫁 の 幸不幸自 己の修養に、其他1止事人情 lf!，

端を知る惑が似一年にして而も低限なる合 !{Il で

修得する事が出 来 ます。御希望の方は此際ヨミ念:

御申山下さい。

クラプ鎮護の事

愈l k 近日 着手の惑にな りました完成の日をお待

ち下さ い。

維持舎費l二就て御顎

裁に 御願ヰI 上げまし た F ラプ鍛張 iこ伴』、維持合

授 の件は 主主後漸次申込みを受けて居りますがまだ

激期の額に主主しません、御 賛成 の方にて御忘れの

向も ｩｨ らば此 際歪 ｾ ｉ Ｚ 御申込 み 賜 ｆ ます様希裂いた

します。

国碁競技舎開催お知らせ.

本年最終の闘碁競技舎を下の主主り{ ! 品します、何

宇多数御参加願ひます。

時 十二月九日 ( 土〉午後一時 よ り

所 クラブ室

曾 資 金 五 十 銭 'ii i'・日御持多の本

質 第一害事より第五等迄

本クラプ貝はどなた で も( 凶碁 研究合員以外 も〉御

参加歓迎します。

俳 句 舎

十一 月の定例句合の選告j を列記 しま す。

月+Ol l i HK十 一月二 日〉

有j 時雨片 はづれせし古銚

殺に つい て走る子馬や初時雨

水郷や夕 日の rドの初時雨

総統みし馬と渡舟や初時雨

;秘 中菊をぬらしつ初時雨

雲ふかふか月を威し つ初 しく・れ

月 斗 選

illl 啓の凶語症舎や小六月

首 ｉｉ ｉｾ の焚火に紅葉ちり にけり

llt 紅葉徽醸の面あげにけ り

書持t支の忽とぢにけ P 散紅葉

i放紅葉的んで下り行く湯査哉

耳病んで 耳 を1%; げ り初時雨

話国

同

:1じ

同

匝託

同

71< 

告li

k，l j  

ナVJ 時雨堂島 川 に燈 とぼりぬ 3持 IIJ イ:

月 村 選 ( 十 一 月 十 九 日 〉

A占萩やる# 目 さむき詩仙堂
静 f1i 

;f，! i萩を縁 に干 したり 山の子:i: 奄

萩枯れて比Ul 若々と月祭し M員

*  
柿萩を来ぬる{ 曾の若き哉 1>l' 

枯1えに資地の標立ちに けり
Ｕ 持ｾｬｊ -1:  

ｩ 的月ｩ［ Ｑｾｾ 長来光 院萩 枯 るム Ｚ ｦｾ＠ ｾｉ� Ｇ＠

手 燈 蛍宕冬の心と な H にけり 腕 世出

本 月一 秋 枯 萩骨となりにけり f'iJ 

つ 〈ばいもあらはに萩の枯れ伏ぜ る -1じ 布li

8 9  XI I  



( 昭和八年〕日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員
量士閣

法 人

車争 4五 滋 谷 台 ・ 郎

委 員 伊 東 恒 治

問 芝 周 知 ill

悶 鈴 木 忠 3i 郎

同 高 木 大 作

同 永 1翠 毅 一

向 姫 野 武

岡 山 本 恭 水

抱' Ij. 常 務 官τf: 悩;j 11': ー

材 料 委 員 曾

委 員 長 須 川 廉 太 郎

幹 務 小 西 一 良

委員児玉 ｬ 資Ｍｾ郎
防J ＱｾＱ 川雄 一
同 高 !河 奥 三 吉

阿 南i 松 平 太 郎

問 橋 本 勉

岡 松 久 保 敬

同 遊 間 泰 治 虫1;

向 山 rll i;立 一

機 首 常 務 阪 1- 1芳 三郎

忠

助

清

二

正

之

虚

野

清

岡

木

子

4

ブ

牧

絵

師

噌

八

呼

夫

三

一

道

武

伊 東 恒 治

高 橋 祭 治

竹 腰 俗 語 主

溜 湾 民 弓

棚 橋 諒

藤 井 l以 ニ

ペ 木 古!f 之J lj r

吉 阿 信 武

「建築と社曾」編務部員

「建築拳研究J編務舎

員

積

誠

亮

疋

信

名

畑

藤

多

聞

綱 斡 部 員 新

同 東

同 内

向 本

同 吉

養

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

災 害 強 度 委 員 曾

tf . t 樽誠 一 員1;

務 藤 藤 台

市r 柳 貞 iU:

ｾ回淡

佐 . 野 後

篠 原 太 郎

谷 隆 夫

鳥 井 捻 三

波 江 悌 夫

中 島 智 喜

三 浦 倫 史

山 岡 芳 雄

矢 田 餓 滋

渡 部 圭 脊

殴 備 委 員 曾

委 員 長 小 笠 原 釘

幹 事 阿 部 額 則

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 伊 東 宗 太 郎

阿 小 川 勝 吉

岡 岡 田 孝 男

問 中 山 祭 太 郎

同 長 谷川 俊 弘

同 t両 信一

岡 村 岡 ノj、 一

掬常1 j i " ・務浦 英之助

住宅ｾ員曾

葛! I l f !仕 一 良1;

委 員 長

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

委 員 長 松 塗 重 光

幹 事 加 藤 義 吉

幹 事 北 垣 熊 之 介

委 員 伊 藤 和 夫

同 岩 本 長 人

間 作 間 日 出 生

同 新 名 種 夫

同 妓 武 三 良1¥

悶 松 浦 松 之 助

問 吉 岡 信 武

権 滋・常 務 鳥 井 信

3牽 制 蚕 員 曾

委 員 長 海 田 敏 雄

幹 事 玉 置 豊 次 郎

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 秋 田 喜 代 治

同 石 川 寛 三

間 楠 瀬 澱

同 工 藤 祭 治 良1¥

岡 武 関 経 一

同 徳 政 金 吾

同 内 藤 亮 一

鎗 常 常 務 今 林 彦 太 郎

委員長

紋 化 委 員 曾

古 宇 悶 貸

酒 井 勇 三 良1¥

委 員

都 市 計 重 委 員 曾

安 員 長

幹 事

安

貨

建

吾

光

郎

信

雄

三

一

助

二

二

郎

夫

治

雄

治

滋

一

一

一

郎

賞

郎

助

知

男

則

郎

吉

二

郎

郎

安

良

郎

生

夫

二

次

尾

建

吉

治

郎

信

郎

雄

郎

一

雄

三

一

二

郎

健

A

間

益

三

良

貞

重

之

条

感

太

種

条

義

代

繭

寛

太

太

之

芳

孝

編

次

藤

一

一

太

一

三

出

種

祭

周

士

木

俊

三

祭

太

一

義

太

毅

良

貞

重

厚

太

悶

開

腹

政

室

げ

井

藤

野

九

水

木

同

名

橋

村

同

上

川

版

図

日

英

原

岡

部

付

藤

日

付

日

間

西

日

名

水

津

木

腰

門

橋

勺

日

村

内

海

藤

野

問

弁

吋

片

池

竹

徳

松

陵

白

川

丹

伴

宙

滞

比

例

八

今

新

高

中

秋

井

石

今

池

岩

浦

大

阿

問

問

落

川

河

河

片

小

阪

作

新

品

削

末

鈴

竹

高

高

高

鳥

中

中

中

永

丹

伴

官

間

藤

滋

員役

長

長

長

官

情

事

記

詑

記

記

記

計

計

計

稿

料

相

判

総

員

晶
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委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 徳 政 4怪 奇

幹 事 谷 民 議

幹 事 飯 高 達 夫

委 員 大 林 賢 四 良11

悶 阪 弁 米 吉

岡 鈴 木 末 尾

同 竹 腰 健 造

問 波 江 悌 夫
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岡 山 脇 友 三 良11

槍震常務 阪 口 芳三郎
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委員曾
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委 員 今 林 彦 太 郎
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岡 坪 井 誠 一
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員
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脈 事 浅野4 i > . 厳

幹 事 崎 山 新l J 王

委 員 赤 松 修

同 小 川 安 一 郎

同 河 星 霊 祭 太 郎
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編 輯 後 記

巴早いもので和和 8 年も早 12月続を 出す ま

でに41P訪ってしまった。

口本年も H乍年から引緩いて、協舎創立渦15

年記念事業の1誌に、協舎全樟としては非常

lこ多忙な l 年で あつに。

口「建築と枇曾」も記念事業の出版やそ の跡

始末等を合聞に扶みつつ、非常に忙しし 、l閉

じ編輯されにが、合員各位の鞭遂に依り、

内容に於ても鴨裁に於ても. よか< e も1 年

の経過するピげ の進歩は示し得1= ものと信

じて居る。先年来取って来? こ特軒続式の編

朝方法は、特に卒年に於てそ の特徴を示し

得仁左思ふっ

口12月批は各常設委員舎の報告批であるが

都市計脅委員舎の事業は既に R 月及 9 月に

建 援 と 社 曾

第 16 輯第 12 貌

l 新 .50閥( 郵 税 2 銭〉

毎月 1回 l 日後行 定伺 12加 6. 00闘( 同 24 銭〕

昭和 8 年 11月25日印刷j 昭和 8 年 12 月 l 日後行

君主行 ・鯛斡

印 刷 人
鷹 取 F暴

西宮市今湾町大学紛風56番地

印 刷 所 大 阪 市 版 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7番 地

強 行 所 喜 男 臼 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局(23)45∞沓( 6)

指替口座央阪39.975番

特 約 版 貰 底 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京町堀羽子板櫛北

電 話 土 佐 堀 2440番

指替口座央阪 2国4苦手

禁 轄 載

本誌に錫重量せるもの l宮、一切 とれ を 無 断 にて

鱒載し又は翠行本に上梓その他の複製行錯を

なすことを禁ず。

特輯蹴として報告情 ｦ ごし 、 災 害強度委 ｾＱ 舎

の報告は桐蛍に期待されて居るものである

が Ｎ 研究題 ｾｉ の重要なる開係上来年まで持

越すことにな り、結局、材 料、設備 、敬化、

住宅の各委員舎の報告を中心として、 それ

iこ上の芝及瑞光の各住宅博賢舎出品住宅の

幻買を刻lへて色彩を添へることにし1=。

口別項舎告の通「市街地建築物法令」第三版

「組謬校建築闘集」及「績位宅国案集」の新刊

がtI' ，亡、別総の申込書を以てどしどし注文

を乞 ふ。

日本年一杯、御多忙中{ f 御寵力願つに編輯

部員蛇に執筆者の各位に謝意を表して年を

詮 る。〔新名)

鹿 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 回 15∞ 

普 通 I ｾ頁 ｉ 1 回 I 8. 00 

一 一一
普 泊 I 1 頁 I 1  [lj J  I  45.00 

f 前附1111頁) I  一 司 l  

一 一一
普 湿 I 1 頁 I 1 回 40.00

( 前尉億2夜 1 -

一 一 一
普 通 I 1 頁 I 1 回 I 25. 即

{ 後附第! 及最齢頁) 1  ー l  

一 一 一
ア ー ト I t 頁 I 1 回 | お ∞

{申 摘 ) I  - - - I  - I  

一 一一表 紙 2 I  1 頁 I 1 凹 60.∞

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 45.∞

表 紙 4 I  1 頁 I I 凶 | 印 .00

主主築事務所録 I 1 欄 I  I 回 1.50  

(忍築現悟縁者廷内) I  1 欄 I  I  回 I  5.00 

御 注 文

御注 文 l':t ナペて前金で本曾直接又は特約応 へ

振 替 貯 金 叉 は 銭 容で御挽込を願ひます郵券 f-1t

用は-w.JJ場、代金引換は お断 P致 します。
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